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恵み野北町内会20周年記念誌

創
立
二
十
周
年
記
念

た
と
金
に
　
日
ま
４
て

遊
ボ
チ
ど
も
の
　

つ
ぶ
ｔ
な
瞳

仲
ぐ
人
生
　
七
彩
の
た

キ
け
―

ャ
　
希
菫
の
　
た
満

つ

こ
こ
は
恙
み
野
　
光
の
ま
ち

二
十
年

の
こ

ナ
み
市
く
み
　
奈
　
花
と
咲
く

輪

・
話

・
や

「
針
」
薇
め
て

あ

ヽ
え
え
な

恙
み
野

「
北
」
Ｔ
肉
茶

人
の
人
情
に
　
包
ま
４
て

選
う
老
人
の
　
や
わ
ら
な
瞳

ぶ
ぐ
ん
で
　
七
彩
の
夢

キ
け
―

ゃ
　
生
命

の
　
泉
湧
く

こ
こ
は
恙
み
野
　
光
の
ま
ｔ

二
十
年

の
こ

畦
み
市
く
み
　
か
　
た

と
咲
く

輪

・
話

・
や

「
辞
」
強
め
て

あ

ヽ
笑
顔
の

恙
み
野

「
北
」
す
誨
芥

＼

渡

邊

綺

・
話

。
や

「
ぐ
」

強
め

計
た
な
孝

い
　

か
こ
こ
に

二
十
年

の
夢
　
人
輪

の
花

あ

ヽ
み
ん
な

の

恙
み
オ

「
北
」

町
誨
会

ふ
る
くを

恙
定
の

こ
み
野

「
北
」
町
肉
会

V

ゝ /

讃

歌

『輪

・
話

・
和
１
，
絆

強
め
て
』

慎重・賢明 自力の強み 独立

せいようさんざし   たちあおい (黄 )

さくらそう (赤 )ななかまど

率直 開放的希望・のぞみ

ライラック (白 )

無邪気。若さ

好
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目
　
次
記
念
誌

「き
ず
な
」

の
刊
行

に
あ
た

っ
て

創
立
二
十
周
年
喜
び
と
感
謝

恵
み
野
北
町
内
会
会
長
　
　
　
長
　
屋
　
幸
　
成
　
・…
‥
　
３

輪

。
話

。
和
　
絆
強
め
て

創
立
二
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

委
員
長
　
　
渡
　
邊
　
一二
　
好
　
。…
‥
　
４

お
祝

い
の
言
葉

創
立
二
十
周
年
を
祝
し
て

恵
庭
市
長
　
　
　
　
　
　
　
　
中
　
島
　
皿
（　
世
　
・…
‥
　
５

二
十
周
年
お
め
で
と
う

恵
庭
市
町
内
会
連
合
会
会
長
　
鏡
　
　
　
　
　
〓貝
　
…
‥
　
６

歴
代
会
長

の
言
葉

回
顧

第
二
代
会
長
　
　
　
岩
　
谷
　
小
弥
太
　
…
‥
　
７

ご
協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た

第
四
代
会
長
　
　
　
濱
　
田
　
秀
　
巖
　
・…
…
　
７

高
齢
化

へ
絆
結
ん
で第
五
代
会
長
　
　
　
澤
　
井
　
弘
　
司
　
・…
‥
　
８

一
層
の
ご
発
展
を
祈
念
し
て

第
六
代
会
長
　
　
　
山
　
出
　
正
　

一　

。…
‥

優
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

第
七
代
会
長
　
　
　
和
　
田
　
哲
　
也

　

…
‥

恵
庭
市
民
憲
章
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
‥

わ
が
家
の
ア
ル
バ
ム
　
宝
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・…
‥

グ
ラ
ビ
ア
　
思
い
出
の
ス
ナ
ッ
プ
あ
な
た
は
ど
こ
に
　
　
　
　
　
…
‥

こ
こ
に
人
あ

り
　
心
あ

り
　
△
ム
員

の
ひ
と

こ
と

二
十
周
年
に
思
う
こ
と
　
　
　
　
一
丁
目
　
鈴
木
　
道
子
　
・…
…

明
日
の
日
を
信
じ
て
　
　
　
　
　
一
丁
目
　
浅
田
　
　
勇

　

…
‥

町
内
会
と
と
も
に
歩
ん
で
　
　
　
一
丁
目
　
星
　
　
道
子
　

…
‥

花
の
ま
ち
恵
み
野
に
住
ん
で
　
　
一
丁
目
　
杉
野
　
政
美

　

…
‥

親
睦
は
こ
の
輸
か
ら
　
　
　
　
　
一
丁
目
　
村
越
　
利
美

　

…
‥

高
齢
化
町
内
会
で
助
け
合

い
　
　
一
一丁
目
　
佐
藤
佳
代
子
　

…
‥

恵
み
野

っ
て
素
敵
な
街
　
　
　
　
一
一丁
目
　
木
村
　
郁
子

　

…
‥

わ
が
家
の
庭
も

い
つ
の
日
か
　
　
一
一丁
目
　
工
藤
　
一二
枝

　

…
‥

恵
み
野
夫
人
よ
オ
シ
ャ
ン
に
　
　
一
一丁
目
　
土
谷
　
茂
樹

　

…
‥

学
ん
で
遊
べ
る
児
童
館
の
夢
　
　
一
一丁
目
　
一暑
多
　
日日
幸
　
・…
‥

＼
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米
花
人
恵
み
野
に
生
か
さ
れ
て

土日
　
む
か
し
　
そ
し
て
今

愛
す
る
恵
み
野
な
れ
ば
こ
そ

袖
振
り
合
う
も
二
十
年

温
情
の
ご
近
所
さ
ん

花
と
緑
に
心
を
足
し
て

向
日
葵
は
元
気
の
源

思
い
出

二
十
年
の
思
い
出

創
立
二
十
周
年
に
感
謝

さ
ら
な
る
発
展
を

環
境
美
化
で
安
全
安
心
を

幸
せ
は
こ
こ
か
し
こ

恵
み
野
北
に
住
ん
で

み
ど
り
と
住
宅
見
事
な
調
和

心
安
ら
ぐ
北
町
内
会

自
然
も
人
も
天
国
気
分

町
内
会
成
人
お
め
で
と
う

思
い
や
り
が
い
っ
ぱ
い

人
の
匂

い
の
す
る
町
内
に

花
と
緑
で
熟
年
幸
福

花
の
街
恵
み
野
に
移
り
住
ん
で

優
し
さ
に
あ
り
が
と
う
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22 22 22 22 21 21 21 21 20 20 20 19 19 19 19 18 18 18 17 17 17 16 16

）
星
野
　
ツ
ル

伊
関
　
文
男

荒
生
　
純
子

山
田
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田
洋
子

寺
澤
　
健
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長
坂
　
栄
子

本
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創
三

番
場
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三

中
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雄

上
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三
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松
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と
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葉
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子
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久
井
麻
美

笠
原
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二

浅
田
日
出
雄

一
之
瀬
悠
之

北
本
　
凍
子

久
保
美
代
子

佐
々
木
裕

一

小
形
　
朋
子

高
橋
　
　
諭

グ
ラ
ビ
ア
　
思
い
出

恵

み
野
北
町
内
会ボ

創
立
二
十
周
年
に
寄
恵
み

三
丁
目
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丁
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三
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四
丁
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目
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い

な
あ

恵
み
野
北
会
館
で
活
動
す
る
サ
ー
ク
ル

グ
ラ
ビ
ア
　
恵
み
野
は
心
の
ふ
る
さ
と
　
い
つ
ま
で
も

恵
み
野
北
町
内
会
作
品
展
出
展
者
名
簿

恵
み
野
北
町
内
会
年
次
別
世
帯
と
人
口
の
推
移

恵
み
野
北
町
内
会
歴
代
役
員

。
会
館
管
理
人
氏
名
就
任
期
間

恵
み
野
北
町
内
会
歴
代
区
長
名
簿

恵
み
野
北
町
内
会
　
一
一十
年
の
沿
革

創
立
二
十
周
年
記
念
事
業
と
実
行
委
員

編
集
後
記

写
靱
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恵み野北町内会20周年記念誌

本
日
は
、
年
度
始
め
の
お
忙
し
い
時
期
に
も
か
か
わ
り
ま
せ
ず
、
ご
来
駕

賜
り
ま
し
た
ご
来
賓
の
皆
様
、
並
び
に
ご
出
席
下
さ
い
ま
し
た
北
町
内
会
会

員
の
皆
様
誠
に
有
難
う
御
座

い
ま
し
た
。

恵
み
野
北
町
内
会
は
、
昭
和
六
十

一
年
十
二
月
、
恵
み
野
西
町
内
会
か
ら

分
離
し
て
昭
和
六
十
二
年

一
月
に
北
町
内
会
と
し
て
発
足
し
、
二
十
周
年
と

い
う
節
目
の
意
義
あ
る
日
を
迎
え
ま
し
た
こ
と
に
つ
き
、
町
内
会
会
員
の
皆

様
と
共
に
こ
の
喜
び
を
分
か
ち
合

い
た
い
と
存
じ
ま
す
。

振
り
返

っ
て
み
ま
す
と
、
百
五
十
世
帯
で
発
足
し
た
町
内
会
が
、
発
展
に

発
展
を
重
ね
、
現
在
千
二
百
五
十
世
帯
以
上
で
、
人
口
も
三
千
九
百
五
十
名

を
超
え
る
恵
庭
市

の
マ
ン
モ
ス
町
内
会
に
成
長
し
、
円
滑
に
今
日
ま
で
運
営

さ
れ
て
参
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
町
内
会
活
動
に
対
す
る
歴
代
会
長
様
を
始

め
、
役
員
皆
様
方
の
ご
尽
力
と
、
会
員
皆
様
方
の
ご
理
解
あ
る
ご
協
力
の
賜

物
と
存
じ
、
衷
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
こ
こ
で
北
町
内
会
の
組
織
及
び
当
面
の
重
点
事
業
に
つ
い
て
ご
紹

介
さ
せ
て
戴
き
ま
す
と
、
組
織
は
、
二
十
八
名
か
ら
な
る
相
談
役

。
四
役

。

専
門
部
及
び
監
査
役
と
、
二
十
八
名
の
区
長
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
、
諸
種
の

事
業
及
び
業
務
を
計
画

・
実
行
し
て
町
内
会

の
運
営
を
図

っ
て
お
り
ま
す

が
、
恒
常
的
事
業
お
よ
び
業
務
に
加
え
て
、

「地
震
対
策
」
と

「高
齢
者
の

福
祉
対
策
」
を
当
面
の
重
点
事
業
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ヽ

「地
震
対
策
」
に
つ
い
て
は
、
こ
の
三
十
年
の
間
に
恵
庭
地
区
で
６０
％
弱

の
地
震
発
生
率
が
評
価
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
震
発
生
時
に
お
い
て

は

「北
町
内
に
住
ん
で
い
る
人
は
北
町
内
会
で
守
る
」
意
志
の
下
、
第

一
次

の

「地
震
対
策
実
施
計
画
」

の
作
成
も
終
わ
り
、
本
年
か
ら
は
基
幹
要
員
の

教
育

。
訓
練
を
主
体
に
事
業
を
進
め
る
段
階
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、

「高
齢
者
の
福
祉
対
策
」
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
実
施
し
て
お

り
ま
す
が
、
個
人
情
報
保
護
法
の
制
定
が
大
き
な
障
壁
と
な

っ
て
い
る
今
、

更
に
検
討
し
て
今

一
歩
踏
み
込
ん
だ
対
策
を
進
め
て
ま

い
る
所
存
で
す
。

以
上
の
よ
う
な
事
業
等
を
含
め
た
町
内
会
の
運
営
に
当
た

っ
て
、
こ
れ
か

ら
先
、
行
政
機
関
の
皆
様
並
び
に
関
係
諸
氏
の
お
力
を
仰
ぐ
こ
と
も
あ
ろ
う

か
と
存
じ
ま
す
が
、
そ
の
節
に
は
何
卒
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。
最
後

に
、
本
日
ご
来
駕
賜
り
ま
し
た
ご
来
賓
の
皆
様
、
並
び
に
町
内
会
会
員
の
皆

様
方
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
発
展
を
祈
念
し
て
、
町
内
会
会
長
と
し
て
の
ご

挨
拶
と
致
し
ま
す
。

チューリップ(白 )

長く待ちました

さんみずひき

感謝の気持ち

ばら(モズローズ )

ゝ

尊敬・崇拝
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昭
和
六
十
二
年

一
月
、
発
展
を
続
け
る
恵
み
野
西
町
内
会
か
ら
分
離
し
、

わ
ず
か
百
五
十
世
帯
で
産
ぶ
声
を
あ
げ
た
北
町
内
会
は
、
現
在
ま
で
八
代
に

わ
た
る
会
長
の
熱
意
溢
れ
る
指
導
力
、
各
役
員
の
弛
ま
ざ
る
努
力
、
全
会
員

の
暖
か
い
協
力
、
三
位

一
体
の
力
で
今
で
は
千
二
百
五
十
世
帯
、
お
よ
そ
四

千
人
と
恵
庭
市
随

一
の
大
型
町
内
会
と
な
り
、
本
年
め
で
た
く
創
立
二
十
周

年
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
町
内
会
の
育
成

に
大
き
な
力
を
お
与
え
下
さ
い
ま
し
た
関
係

皆
様
方
の
ご
参
列
の
も
と
、
本
日
、
記
念
式
典
を
滞
り
な
く
執
行
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
こ
と
は
無
上
の
喜
び
で
あ
り
、
併
せ
て
祝
賀
会
の
開
催
、
ま
た
資

料
不
十
分
で
は
あ
り
ま
す
が
、
み
ん
な
で
創
る
、
見
や
す

い
、
初
め
て
の
記

念
誌
を
発
行
で
き
ま
し
た
こ
と
は
二
重
の
感
動
で
あ
り
、
こ
こ
に
改
め
て
ご

来
賓
の
皆
様
、
そ
し
て
町
内
会
会
員
全
員
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

「緑
豊
か
な
ゆ
と
り
あ
る
住
環
境
で
、
人
間
優
先
の
街
づ
く
り
」
の
コ
ン

セ
プ
ト
で
開
発
さ
れ
た
恵
み
野

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
中
で
北
町
内
会
は
、
行
政

を
始
め
、
医
療
、
福
祉
、
教
育
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
と

い
っ
た
生
活

の
軸

と
、
多
く
の
公
園
、
花
と
本
、
広

い
道
路
な
ど
環
境
の
軸
が
見
事
に
調
和
、

駅
、
ス
ー
パ
ー
や
商
店
街
、
総
合
病
院
な
ど
も
散
歩
の
エ
リ
ア
と
い
う
恵
ま

れ
た
街
で
す
。

当
初
の
研
究
開
発
施
設
計
画
は
夢
半
ば
に
終
わ

っ
た
感
が
あ
り
ま
す
が
、

通
称

「研
究
村
通
り
」
と
呼
ば
れ
る
六
丁
目
の
ス
ト
リ
ー
ト
は
、
電
柱
や
高

塀
が
な
く
、
各
家
ご
と
の
庭
は
雪
ど
け
か
ら
枯
葉
の
季
節
ま
で
百
花
咲
き
誇

り
、
潤
沢
の
緑
樹
に
囲
ま
れ
た
景
観
は
、

「花
の
ま
ち
恵
庭
市
」
の
シ
ン
ボ

ル
ゾ
ー
ン
と
し
て
全
国
か
ら
訪
れ
る
人
々
の
心
に

「ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の
恵
み

野
」
パ
ノ
ラ
マ
ス
テ
ー
ジ
が
し

っ
か
り
刻
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
冬

は
銀
世
界
の
上
に
映
え
る
ナ
ト
リ
ウ
ム
灯
の
オ
レ
ン
ジ
の
光
が
住
む
人
の
心

に
温
も
り
を
、
道
行
く
人
の
心
に
癒
し
を
与
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

町
内
会
長
の
挨
拶
文
に
指
針
が
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
今
日
の
二
十
周

年
の
喜
び
を
全
会
員
で
分
か
ち
合
う
と
と
も
に
、
少
子
高
齢
災
害
と
日
本
の

国
運
を
揺
る
が
し
か
ね
な

い
現
在
の
社
会
現
象
に
対
し
て
、
北
町
内
の
老
若

男
女
が
輪
を
作
り
、
対
話
を
重
ね
、
融
和
協
調
、
輪
と
話
と
和
こ
の
三

つ
の

「わ
」
で
さ
ら
に

「絆
」
を
強
め
、
新
た
な
北
町
内
会
作
り
の
元
年
に
す
る

こ
と
を
お
誓

い
し
、
皆
様
方
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
お
導
き
を
賜
り
ま
す

こ
と
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
し
て
創
立
二
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
委

員
長
と
し
て
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合

く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
和

ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
致

い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
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十ヽ

恵
み
野
北
町
内
会
が
創
立
二
十
周
年
の
記
念
す
べ
き
節
目
を
迎
え
ら
れ
、

そ
の
足
跡
を
偲
ぶ
記
念
誌
が
こ
こ
に
発
刊
さ
れ
ま
す

こ
と
は
誠

に
意
義
深

く
、
心
か
ら
お
祝

い
と
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

「
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
恵
み
野
」

の
開
発
は
、
昭
和
五
十
四
年
八
月
に
着
手
さ

れ
て
以
来
、
幾
多
の
紆
余
曲
折
を
経
て
今
日
を
迎
え
、
本
市
の
目
指
す
二
十

一
世
紀
を
展
望
し
た

「水
と
緑
ゆ
た
か
な
複
合
機
能
都
市
」
の
中
核
と
し
て

着
実
に
進
展
し
、
道
内
外
に
誇
れ
る
ま
ち
と
し
て
成
長
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
昭
和
五
十
六
年
二
月
に
恵
み
野
町
内
会
が
設
立
さ
れ
、

そ
の
後
、
人
口
の
増
加
に
伴

い
昭
和
五
十
九
年

一
月
に
南
町
内
会
と
西
町
内

会
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
単
独
で
町
内
会
と
し
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
が
、

更
な
る
人
口
増
に
伴

っ
て
昭
和
六
十
二
年

一
月
に
西
町
内
会
か
ら
分
離
独
立

さ
れ
、
恵
み
野
北
町
内
会
と
し
て
創
立
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

発
足
以
来
、
貴
町
内
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
ら

れ
、
大
変
な
ご
苦
労
も
あ

っ
た
こ
と
と
推
察
致
し
ま
す
が
、
歴
代
町
内
会
長

様
の
献
身
的
な
ご
協
力
を
始
め
、
役
員
並
び
に
会
員
の
方
々
の
融
和
と
協
調

の
も
と
、
明
る
く
住
み
良

い
地
域
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
、
着
実
に
そ
の
成

果
を
収
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
こ
と
に
対
し
、
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
次
第
で

あ
り
ま
す
。

）

今
日
、
わ
が
国
の
社
会
環
境
は
、
核
家
族
化
、
少
子
化
、
さ
ら
に
は
高
齢

化
が
急
速
に
進
展
し
て
お
り
、
い
ま
だ
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
が
な

い
大
き

な
社
会
構
造
の
変
化
の
中
で
、
新
し
い
時
代
を
歩
み
だ
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
が
、
こ
う
し
た
実
態
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

皆
様
方
の
助
け
合

い
と
心
と
心
が
通
じ
合
う
暖
か
く
信
頼
の
お
け
る
地
域
社

会
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

町
内
会
活
動
の
真
の
目
的
は
、
自
分
達
の
地
域
は
自
分
達
の
手
に
よ

っ
て

住
み
や
す
い
環
境
に
創
り
変
え
て
行
こ
う
と
す
る
、
前
向
き
で
意
欲
的
な
取

り
組
み
で
あ
り
、
そ
の
活
動
の
広
が
り
と
成
果
は
、
地
域
は
勿
論
、
市
政
が

発
展
し
て
い
く
上
に
お
い
て
も
大
き
な
原
動
力
に
な
る
も
の
と
確
信
を
致
し

て
お
り
ま
す
。

ど
う
か
、
町
内
会
の
皆
様
方
に
は
、
今
日
ま
で
培
わ
れ
て
き
た
活
動
の
実

績
を
糧
と
さ
れ
、
今
後
も
地
域
づ
く
り
、
そ
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

御
活
躍
さ
れ
ま
す
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

結
び
に
、

こ
の
記
念
す

べ
き
創
立
二
十
周
年
を

一
つ
の
ス
テ
ッ
プ
と
さ

れ
、
新
た
な
時
代
に
向
け
恵
み
野
北
町
内
会
が
大
き
く
飛
躍
発
展
さ
れ
ま
す

と
共
に
、
貴
町
内
会
皆
様
方
の
限
り
な
き
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
ご
祈

念
申
し
上
げ
、
お
祝

い
の
言
葉
と

い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
ヽ
創
ツ
や

ヽ
ヽ
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昭和45年 11月 1日 恵庭市誕生
漁川、島松川流域、豊かな恵みと
恵庭岳を仰ぐ庭を象徴する

昭和48年4月 2日制定
別名 :オンコ

昭和48年 4月 2日制定
別名 :君影草

恵
み
野
北
町
内
会
創
立
二
十
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

貴
町
内
会
は
当
時
は
恵
み
野
町
内
会
そ
し
て
恵
み
野
西
町
内
会
と
し
て
活
動

を
さ
れ
て
来
ら
れ
ま
し
た
。

人
口
の
増
加
に
と
も
な
い
恵
み
野
西
町
内
会
か
ら
分
か
れ
、
恵
み
野
北
町

内
会
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
と
な
り
創
立
さ
れ
、
創
立
以
来
、
貴
町
内
会
に

お
か
れ
ま
し
て
は
今
日
の
輝
か
し
い
発
展
に
い
た
る
経
過
の
中
で
幾
多
の
困

難
や
紆
余
曲
折
の
ご
苦
労
が
あ

っ
た
こ
と
と
推
察
致
し
ま
す
。

歴
代
会
長
を
は
じ
め
多
く
の
役
員
、
並
び
に
会
員
の
皆
様
方
が
融
和
と
協

調
の
も
と
、
明
る
い
住
み
良

い
ま
ち
創
り
を
目
標
に
努
力
を
さ
れ
着
実
に
そ

の
成
果
を
お
さ
め
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

今
は
ど
こ
の
地
域
に
お
き
ま
し
て
も
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
犯
罪
も
増
加

を
し
て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
の
周
り
で
い
つ
で
も
犯
罪
が
起
こ
り
う
る
、
こ

う
し
た
事
か
ら
貴
町
内
会
で
は
地
域
の
問
題
と
し
て
い
ち
早
く
子
ど
も
の
健

全
育
成
や
お
年
寄
り
の
福
祉
に
対
応
さ
れ
、
わ
ん
ラ
ン
ク
ラ
ブ
防
犯
パ
ト

ロ

ー
ル
隊
の
結
成
、
除
雪
、
防
災
体
制
な
ど
の
取
り
組
み
を
始
め
、
会
員
の
連

帯
意
識
を
高
め
る
イ
ベ
ン
ト
や
美
化
運
動
な
ど
の
数
多
く
の
事
業
活
動
に
対

し
ま
し
て
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
、
長
屋
会
長
を
は
じ
め
役
員
、
並
び
に
会
員
の
皆
様

方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
今
日
ま
で
に
培
わ
れ
ま
し
た
活
動
経
験
を

い
か
さ
れ

町
内
会
の
益
々
の
発
展
の
た
め
に
ご
活
躍
を
さ
れ
ま
す
こ
と
を
ご
期
待
申
し

上
げ
ま
す
。

結
び
に
こ
の
二
十
周
年
を
機
に
恵
み
野
北
町
内
会
が
新
た
な
時
代
に
向
け

て
ご
発
展
さ
れ
ま
す
こ
と
と
、
よ
り
住
み
良

い
ま
ち
に
な
り
ま
す
よ
う
併
せ

て
町
内
会
員
の
皆
様
方
の
限
り
な

い
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ

お
祝

い
の
言
葉
と
致
し
ま
す
。

ス
ズ
ラ
ン
　
ノ

市
の
花

カ
ワ
セ
ミ

市
の
鳥

恵庭市章

平成8年 8月 28日制定
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会
創
立
二
十
周
年
を
心
よ
り
お
祝

い
致
し
ま
す
。

恵
み
野
北
町
内
会
誕
生
萌
芽
は
、
昭
和
六
十

一
年
十
二
月
七
日
、
西
町
内
会

総
会
に
お

い
て
北
地
区
会
員
増
に
よ
る
分
離
独
立
案
が
可
決
承
認
さ
れ
、
仮

称
北
町
内
会
設
立
準
備
委
員
会
発
足
に
端
を
発
し
ま
す
。

松

の
内
あ
け
、
高
橋
西
町
内
会
会
長
仲
立
ち
で
北
川
委
員
長
と
共
に
関
係

官
庁
の
挨
拶
回
り
を
終
え
た
後
、
数
度
の
委
員
会
審
議
を
経
て
、
昭
和
六
十

二
年

一
月
十

一
日
の
創
立
総
会
で
正
式
に
発
足
し
ま
し
た
。

平
成
三
年
春
、
北
川
会
長
が
入
院
後
、
私
が
会
長
に
推
さ
れ
輪
番
の
連
町

事
務
局
も
継
承
し
ま
し
た
。

多
忙
を
見
越
し
て
四
役

（鈴
木
、
小
沢
、
田
中
各
氏
と
私
）
が
、
月
に

一

回
各
家
庭
持
ち
回
り
で
集
ま
り
、
飲
食
を
共

に
し
て
実
施
案
を
練
り
ま
し

た
。
回
想
行
事
で
は
、
桜
の
会
植
樹
、
鯉
の
放
流
、
隧
道
わ
き
の
レ
ク
リ

エ

ー
シ
ョ
ン
、
盆
踊
り
、
憩
の
家
で
の
敬
老
会
、
恵
み
野
地
区
と
し
て
参
加
し

た
全
市
す
ず
ら
ん
踊
り
、
北
会
館
設
立

の
寄
附
集
め
と
落
成
祝
賀
会
、
ま

た
、
恵
北
書
道
教
室
主
宰
と
思
い
出
は
蓋
き
ま
せ
ん
。

草
創
期
、
苦
楽
を
共
に
し
た
北
川
、
小
沢
、
斉
藤
各
氏
の
ご
冥
福
と
こ
れ

ま
で
支
え
て
下
さ

っ
た
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
に
感
謝
す
る
と
共
に
、
会
の

益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
し
て
欄
筆

い
た
し
ま
す
。

）

創
立
二
十
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

紙
面
を
借
り
て
陰
の
力
に
な
り
自
主
的
に
町
内
を
支
え
て
下
さ

っ
た
方
々
に

感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

五
丁
目
で
冬
の
間
通
学
路
を
毎
日
除
雪
し
て
頂
き
、
新
間
に
も
掲
載
さ
れ

ま
し
た
。

私
が
会
長
の
間
、
雪
が
降
る
と
き
れ

い
に
会
館
の
周
囲
を
除
雪
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

島
松
駐
屯
地
の
指
令
か
ら
紹
介
が
あ

っ
た
そ
う
で
す
。

同
じ
年
、
会
館
周
辺
の
草
を
綺
麗
に
し
て
く
だ
さ

っ
た
か
た
も
ご
ざ
い
ま

し
た
。
自
主
的
に
奉
仕
活
動
を
し
て
い
た
だ

い
た
の
で
す
。

北

一
丁
目
に
公
園
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
公
園
の
藤
棚
の
藤
の
手
入
れ
を
し

た

い
と
申
し
出
が
あ
り
、
町
の
許
可
を
得
て
丁
寧
に
手
入
れ
さ
れ
立
派
な
藤

棚
に
な
り
、
皆
さ
ん
を
楽
し
ま
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

北
三
丁
目
の
バ
ス
通
り
の
除
雪
を
し
て
道
を
広
く
さ
れ
る
方
々
も

い
ら

っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。

人
知
れ
ず
、
町
の
た
め
人
々
の
た
め
努
力
さ
れ
る
方
々
に
支
え
ら
れ
た
こ

と
に
感
謝

い
た
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

ヽ

ばいも

人を喜ばせる
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北
町
内
会
二
十
周
年
記
念
式
典
が
行
わ
れ
る
に
当
た
り
、
お
祝

い
の
言
葉

を
申
し
上
げ
、
当
時
を
振
り
返

っ
て
見
た

い
と
思
い
ま
す
。

平
成
八
年
に
会
長
職
の
大
任
を
受
け
ま
し
た
。
町
内
の
西
に
広
が
る
牧
草

地

（研
究
村
）
の
宅
地
分
譲
が
進
み
、
年
間
百
世
帯
以
上
の
増
加
で
、
や
が

て
町
内

一
千
世
帯
を
突
破
す
る
勢

い
で
し
た
。
長
期
的
視
野
に
立

っ
て
新
た

に
七
丁
目
の
新
設
と
、
あ
わ
せ
て
町
内
の
役
員
編
成
に
取
り
組
み
、
こ
の
移

行
期
を
ど
う
乗
り
越
え
る
か
が
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
十
二
年
か
ら
の
公
的
介
護
保
険
の
導
入
に
向
け
て
、
地
域
の

福
祉
の
あ
り
方
、
仕
組
み
が
ど
う
変
わ
る
か
、
長
寿
社
会
を

つ
く
り
あ
げ
る

意
欲
を
も

っ
て
頂
く
た
め
の
啓
蒙
活
動
と
し
て
、
広
報
誌

（絆
）
の
創
刊
、

ふ
れ
あ

い
型
会
食
会
、
高
齢
者

マ
ッ
プ

の
作
成
、
訪
間
活
動
な
ど
が
企
画
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

今
で
は
、
郵
便
局
の
設
置
、
恵
み
野
駅
の
整
備
な
ど
、
懸
案
事
項
が
解
決

さ
れ
、
生
活
環
境
が
次
々
と
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
私
も
高
齢
者
の

一
員
と
し

て
老
後
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
み
良

い
地
域
に
感
謝
し
て
毎
日
の
生
活
を
送

っ
て
い
ま
す
。

ヽ、_´′
/′

恵
み
野
北
町
内
会
創
立
二
十
周
年
を
迎
え
、
今
日
の
ご
繁
栄
を
衷
心
よ
り

お
祝

い
申
し
上
げ
ま
す
。

私
が
役
員
を
お
引
き
受
け
し
た
頃
は
、
町
内
会
組
織
の
基
礎
も
定
ま
り
、

新
た
な
段
階
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。
新
し
い
地
区
の
増
加
も
あ

っ
て
会
員
数

急
増
の
時
期
で
し
た
。
そ
う
し
た
状
況
に
対
応
し
て
町
内
会
活
動
の
周
知
を

図
り
、
併
せ
て
会
員
相
互
の
連
帯
感
の
強
化
を
願

っ
て
機
関
紙

「絆
」
を
発

行
し
た
の
が
初
仕
事
で
し
た
。
翌
年
に
は
、
町
内
所
在
の
各
企
業
と
の
連
携

を
密
に
し
て
協
力
を
得
る
た
め
に
特
別
会
員
の
加
入
促
進
に
務
め
ま
し
た
。

高
齢
化
と
災
害
等
緊
急
時
の
対
策
と
し
て
独
立
事
業
な
が
ら
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク

「夢
」
が
建
て
上
げ
ら
れ
て
活
動
を
開
始
で
き
た
の
は
、
時
宜
に
適
し
た

も
の
で
し
た
。
今
後
の
ご
活
躍
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

役
員
の
確
保
と
会
館
管
理
が
常
に
つ
き
ま
と

っ
た
課
題
で
し
た
が
、
献
身

的
な
会
員
諸
氏
の
理
解
と
協
力
に
よ
り
対
処
で
き
た
こ
と
は
感
謝
に
耐
え
ま

せ
ん
。

会
員
各
位
の
献
身
と
連
帯
に
よ

っ
て
貴
町
内
会
が

一
層
発
展
さ
れ
ま
す
よ

う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

高

イし
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もの思い 心の平和

ふうりんそう

大望 抱負

パンジー
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北
町
内
会
も
、
少
子
高
齢
化
は

一
段
と
進

以
上
の
高
齢
者
数
は
六
百
七
十
名
を
越
え
る

地
域
福
祉

（思
い
や
り

・
優
し
さ

。
暖
か
さ

ご
活
躍
を
さ
れ
ま
す
よ
う
心
か
ら
期
待

い
た

恵
庭
市
民
憲
章

わ
た
く
し
た
ち
は
、

恵
庭
岳
の
　
そ
び
え
る
、

恵
庭
の
市
民
で
す
。

わ
た
く
し
た
ち
は
、
漁
と
島
松

の
川
に
広
が
る
こ
の
地
に
父
祖
の
労

苦
を
し
の
び
、
か
お
り
た
か
い
鈴
ら
ん
に
た
が
い
の
幸
せ
を
ね
が
い
、

み
ん
な
の
力
で
こ
の
ま
ち
を
発
展
さ
せ
る
た
め
、
こ
こ
に
市
民
憲
章
を

さ
だ
め
ま
す
。

自
分
の
仕
事
を
愛
し
、
じ
ょ
う
ぶ
な
　
か
ら
だ
で
働
き
ま
し
ょ
う

た
が
い
に
尊
重
し
あ

い
、
な
ご
や
か
な
　
家
庭
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う

自
然
を
愛
し
、
緑
の
美
し
い
ま
ち
を
　
つ
く
り
ま
し
ょ
う

き
ま
り
を
ま
も
り
、
住
み
よ
い
ま
ち
を
　
つ
く
り
ま
し
ょ
う

知
性
を
た
か
め
、
か
お
り
ゆ
た
か
な
文
化
の
ま
ち
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う

昭
和
四
十
五
年
十

一
月
十
九
日
制
定

優

私
が
町
内
会
長
を
お
引
き
受
け
し
た
と
き
、
北
海
道
町
内
会
連
合
会

。
同

社
会
福
祉
協
議
会

・
同
共
同
募
金
会
こ
の
三
者
の
提
唱
に
よ
る

〔ひ
と
り
の

不
幸
も
見
逃
さ
な
い
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
〕
を
主
眼
と
し
た
活
動
が
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
に
基
づ
き

「
ハ
ー
ト
か
ら

ハ
ー
ト

ヘ
心
を
運
ぶ
」

い
わ
ば
人
間
の
心

を
大
切
に
す
る
こ
と
を
基
本
理
念
と
し
、
次
の
時
代
を
担
う
子
ど
も
達
に
誇

れ
る
街
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
各
種
活
動
と
啓
蒙
活
動
を
続
け
て
ま

い
り
ま

し
た
。

こ
の
間
、
四
役
始
め
各
役
員
の
方
々
及
び
会
員
の
皆
様
方
か
ら
心
暖
ま
る

ご
支
援

。
ご
協
力
を
得
て
、
大
過
な
く
過
ご
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
こ
と
を
、

心
か
ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

し
Vも
み

ま の の
｀

す 先 と 十
年
後
の
推
計
で
七
十
歳

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

達
者
と
し
て
、
益
々
の

◎   ③
だいこんそう

前途洋々母性愛
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わ
が
家
の
歩
み

―
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と

っ
て
お
き
の
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幼児競走 (親睦懇親会で)

ビンゴゲームを楽しむ…

恵み野中央公園 野外音楽堂 (北 1丁目9)

夏に野外コンサー トが開催された 外国人演奏家も出演



12        + ,

恵み野中央公園 野球場 (北 1丁目9)
緑の芝生でペタンクを一 (冒険公園)

中央公園 テニスコー トと管理棟 (北 4丁目1)
秋空の下 白球を追う

役員会 (区長・専門部・四役で構成) 桜咲くころのめぐみの森公園

開拓記念公園に付む拓望の像 色とりどりの花咲く開拓記念公園 (南島松)



二
十
周
年
に
思
う
こ
と

一
丁
目
　
鈴
　
木
　
道
　
子

原
稿
を
依
頼
さ
れ
、
我
が
家
も
そ
ろ
そ
ろ
二
十
年
と
気
が
つ
き
ま
し
た
。

足
元
の
怪
し
か

っ
た
子
供
た
ち
も
投
票
権
を
得
る
年
に
な
り
札
幌
や
筑
波
で

自
活
し
、
高
齢
の
主
人
の
両
親
と
の
同
居
も
始
ま
り
、
日
常
生
活
は
目
ま
ぐ

る
し
く
変
化
し
続
け
て
い
ま
す
。

町
内
会
の
活
動
は
、
育
成
副
部
長
、
婦
人
部
長
と
し
て
七
年
間
に
わ
た
り

お
世
話
さ
せ
て
頂
き
、
楽
し
い
想

い
出
を
心
の
ア
ル
バ
ム
に
収
め
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
機
会
が
あ
れ
ば
行
事
や
お
手
伝

い
に
参
加
し
て
三
十
周
年

ヘ

新
」

鍼

ｍ

ず

て
ぃ
き
た
ぃ
と
考

え
て
い
ま
す
・辟

一
丁
目
　
浅
　
田
　
　
　
勇

定
年
退
職
を
縁
に

「恵
み
野
」
に
住
み
、
お
陰
で
喜
寿

へ
の
道
を

一
歩
二

歩
と
登

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

「若
者

に
は
未
来
が
、
老
人

に
は
過
去
が
あ
る
」
と
言
う
。
若
さ
を
失

い
、
流
れ
去

っ
た
過
去
に
だ
け
思
い
を
馳
せ
る
身
に
は
な
ら
な

い
と
努
力
を

し
た
積
も
り
だ
が
、
相
手
は
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。
自
信
は
な
い
。

人
は
二
十
五
歳
を
境
に

一
パ
ー
セ
ン
ト
ず

つ
機
能
が
落
ち
る
と
い
う
説
を

信
じ
る
と
、
せ
め
て

「明
日
あ
り
」
と
信
じ
て
夢
と
希
望
を
捨
て
ず
に
自
分

ら
し
く
生
き
た

い
と
思
う
。
老
人
よ
、
む

つ
み
会
に
来
れ
、
明
日
が
あ
り
。

し
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思い出 追想

町
内
会
と
と
も
に
歩
ん
で

一
丁
目
　
星

道
　
子

私
共
が
こ
の
地
に
住
ん
で
か
れ
こ
れ
十
八
年
経
ち
ま
す
の
で
、
創
立
二
十

周
年
の
町
内
会
と
同
じ
く
ら

い
の
歴
史
を
重
ね
て
来
た
と
い
う
こ
と
に
深
い

感
慨
を
覚
え
ま
す
。

そ
の
間
、
婦
人
部
長
と

い
う
大
役
を
二
年
間
さ
せ
て
頂
き
、
恵
望
園
で
の

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
、
研
修
旅
行
で
旭
川
に
行

っ
た
こ
と
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

想

い
出
さ
れ
ま
す
。
今
も
活
発
な
部
活
動
が
継
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
た
の

も
し
く
、
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
若

い
会
員
さ
ん
に
、
少
子
化
、
高
齢
化
が
い
っ
き
に
加
速

し
て
来
た
現
実
を
し

っ
か
り
見
す
え
た
町
内
会
活
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

あ
な
た
の
恵
み
野
の
思
い
出
を
ど
う
ぞ
／

ヽシ |

アスター
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（　
）

花
の
ま
ち

「恵
み
野
」
に
住
ん
で
一
丁
目
　
杉
　
野
　
政
　
美

十
八
年
前
、
居
を
構
え
た
こ
ろ
、
わ
が
家
の
三
階
か
ら
は
恵
み
野
病
院
の

表
看
板
が
眺
望
出
来
た
程
で
し
た
が
、
そ
の
眺
め
は
つ
か
の
間
。
年
ご
と
に

発
展
し
て
今
の
町
内
会
の
姿
を
見
る
と
き

「
こ
こ
に
住
ん
で
良
か

っ
た
」
と

い
う
実
感
で
す
。

「美
し
い
町
並
み
恵
み
野
」
は
、
三
重
、
東
京
、
埼
玉
な
ど
全
国
か
ら
花
の

愛
好
者
が
訪
れ
る
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の
街
。

北
町
内
に
も

「研
究
村
通
り
」
と
称
さ
れ
る
花
の
散
歩
道
が
あ
り
、
咲
き

誇
る
百
花
に
心
が
和
み
ま
す
。
こ
の
立
派
な
環
境
を
保
た
れ
て
い
る
方
々
に

敬
意
を
表
し
ま
す
。
そ
ん
な
花
を
囲
む
交
流
で
楽
し
い
地
域
社
会
と
な

っ
て

い
る
主
役
の
舞
台
が
北
町
内
会
に
あ
る
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

あ
な
た
の
恵
庭
の
歳
時
記
を
ど
う
ぞ
／

親
睦
は
こ
の
輪
か
ら

‘嘉
一
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
丁
目
　
村
　
越
　
利
　
美

平
成
二
年
の
秋
、
北
空
知
よ
り
恵
み
野
に
転
入
。
地
域
の
状
況
が
わ
か
ら

な

い
中
、
四
年
の

一
月
加
賀
谷
町
内
会
長
よ
り
防
犯
役
員
の
委
嘱
を
受
け
、

役
員
の
方
々
、
会
員
の
み
な
さ
ん
に
支
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
を
し
て

お
り
ま
す
。
当
時
、
北
会
館
の
建
築
で
町
内
会
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
中
止

し
て
お
り
、
役
員
を
務
め
た
そ
の
年
二
年
ぶ
り
の
親
睦
懇
親
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

と
も
す
る
と
、
新
し
い
街
で
の
生
活
と
付
き
合
う
時
の
不
安
感
を
誰
も
が

持

つ
も
の
で
す
が
、
こ
の
懇
親
会
を
通
じ
て
近
隣
の
方
と
の
会
話
も
弾
み
、

「
こ
の
地
に
住
ん
で
良
か

っ
た
」
と
感
銘
を
受
け
た
こ
と
を
懐
し
く
思
い
出

さ
れ
ま
す
。
年
に

一
度
の
懇
親
会
、
今
年
は
十
五
回
目
と
か
楽
し
み
で
す
。

高
齢
社
会
町
内
会
で
助
け
合
い二
丁
目
　
佐
　
藤
　
佳
代
子

北
町
内
に
在
住
し
十
六
年
が
経
ち
ま
す
が
、
当
時
草
が
生

い
茂

っ
て
い
た

空
き
地
も
今
で
は
さ
れ
い
な
花
が
並
び
、
自
慢
の
街
並
み
と
な
り
ま
し
た
。

ゼ
ロ
才
、
二
才
の
子
ど
も
が
い
た
当
時
と
変
わ
ら
ず
、
今
も
隣
人
の
方
々
と

心
あ
た
た
ま
る
お
付
き
合

い
を
さ
せ
て
頂
き
、
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

高
齢
社
会
と
な
る
今
後
は
、
ま
す
ま
す
隣
人
同
士
助
け
合
う
こ
と
が
不
可

欠
と
な
る
な
か
、
今
と
変
わ
る
こ
と
な
く
、
困

っ
た
こ
と
は
何
で
も
相
談
が

で
き
る
北
町
内
会
で
あ

っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

し
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「恵
み
野
」

っ
て
素
敵
な
街

二
丁
日
　
本
　
村
　
郁
　
子

平
成
元
年
、

「恵
み
野
」
の
地
名
に
心
を
惹
か
れ
新
潟
の
両
親
と
も
ど
も

転
居
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

父
は
、
梅
や
葡
萄
の
本
を
植
え
、
家
庭
菜
園
の
ほ
か
近
く
の
野
山
で
山
菜

採
り
。
母
は
、
踊
り
な
ど
趣
味
の
交
流
を
楽
し
み
、
四
人
の
子
ど
も
た
ち
は

恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で
伸
び
伸
び
育
ち
、
私
も
近
頃
で
は
サ
ー
ク
ル
活
動
を

楽
し
む
余
裕
が
で
き
ま
し
た
。

美
し
く
、
活
気
が
あ
り
、
健
康
な
こ
の

”古
里
恵
み
野
“
を

い
つ
ま
で
も

大
切
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

ホ
ン
ト
、

「恵
み
野
」

っ
て
素
敵
な
街
で
す
ね
。
し
あ
わ
せ
。

わ
が
家
の
庭
も
い
つ
の
日
か

二
丁
目
　
工
　
藤
　
一二
　
枝

主
人
の
勤
務
上
転
居
暮
ら
し
が
続
く
中
、
十
年
程
前
に
こ
こ
に
落
ち
着
き

ま
し
た
。
当
初
、

「花
の
町
」
と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
や
が
て
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
の
盛
ん
な
町
と
知
り

「恵
み
野
に
決
め
て
本
当
に
良
か

っ
た
」
と

思

い
ま
し
た
。
特
に

「北
町
内
会
宅
に
は
綺
麗
な
お
庭
が
多

い
な
」
と
感
じ

ま
し
た
。
私
も
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
に
は
と
て
も
興
味
が
あ
り
、
わ
が
家
の
庭
も

い
つ
の
日
か

「花

の
町
」
に
ふ
さ
わ
し
い
美
庭
の
姿
を
想
像
し
な
が
ら
庭
の

手
入
れ
を
す
る
こ
と
は
と
て
も
楽
し
み
な
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
地
で

毎
日
を
健
康
で
家
族
と
暮
ら
す
の
が
願

い
で
す
。

し

恵
み
野
夫
人
よ
オ
シ
ャ
ン
に
二
丁
目
　
土
　
谷
　
茂
　
樹

恵
み
野
に
住
ん
で
十
年
に
な
り
ま
す
。
私
は
恵
み
野
が
大
好
き
。
中
で
も

ハ
イ
テ
ク
の
学
校
か
ら
図
書
館
の
ま
わ
り
の
作
ま

い
、
そ
こ
か
ら
野
外
音
楽

堂

へ
か
け
て
の
四
季
折
々
の
風
情
が

一
番
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
私
は
二
十
歳
か
ら
五
十
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の
恵
み
野
夫
人
に
、

も
う
少
し
だ
け
オ
シ
ャ
ン
し
て
楽
し
ん
で
欲
し
い
な
と
思

っ
て
い
ま
す
。

洒
落
心
は
心
を
明
る
く
し
嫌
な
こ
と
を

一
掃
し
て
く
れ
ま
す
。
オ
シ
ャ
ン

夫
人
が
増
え
れ
ば
地
域
も

一
段
と
活
性
化
し
ま
す
よ
。
如
何
で
し
ょ
う
。

学
ん
で
遊
べ
る
児
童
館
の
夢
二
丁
目
　
一暑

私
は
、
四
年
前
道
北
の
ま
ち
か
ら
移
り
ま
し
た
。
恵
み
野
は
花
の
美
し
い

街
で
、
図
書
館
、
地
区
会
館
、
憩

い
の
家
、
公
園
な
ど
公
共
施
設
が
整

っ
て

い
ま
す
。
よ
く
Ｐ

。
Ｇ
場
も
利
用
し
、
幸
せ

一
杯
の
生
活
を
し
て
い
ま
す
。

今
、　
一
輪
車
の
指
導
を
し
て
い
ま
す
が
、
恵
み
野
の
子
ど
も
ら
の
上
達
は

目
覚
ま
し
く
、
全
道
は
お
ろ
か
全
日
本
、
国
際
大
会
ま
で
大
活
躍
、
本
当

に

嬉
し
く
思

っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
子
供
達
と
接
し
て
感
じ
る
こ
と
は
犯
罪
、

事
故
、
ケ
ガ
な
ど
を
恐
れ
る
あ
ま
り
、
自
由
に
羽
根
を
伸
ば
し
て
く

つ
ろ
げ

る
場
所
が
な

い
こ
と
で
す
。
子
ど
も
と
地
域
の
接
点
不
足
、
家
庭
と
学
校
の

ラ
イ
ン
に
地
域
と
の
連
携
が
加
わ
れ
ば
恵
み
野
が
さ
ら
に
活
性
化
し
新
し
い

顔
と
な
る
で
し
ょ
う
。
ぜ
ひ
、
学
ん
で
遊
べ
る
児
童
館
を
―
が
夢
で
す
。

こ

多
　
昌
　
幸
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米
花
人
　
恵
み
野
に
生
か
さ
れ
て

三
丁
目
　
星
　
野
　
ツ
　
ル

も
う
二
十
周
年
で
す
か
。
歳
月
の
流
れ
は
早

い
で
す
ね
。

私
が
主
人
、
乳
呑
み
児
の
長
男
と
二
人
で
こ
の
地
に
来
た
の
は
逢
か
な
昔
、

昭
和
十
四
年
の
春
。
当
時
は
、
見
渡
す
限
り
水
田
地
帯
で
現
在
道
路
で
あ
る

自
宅
前
は
川
。
両
脇
の
農
家
十
七
戸
全
員
で
南
島
松
西
組
合
を
作
り
、　
一
年

中
そ
れ
こ
そ
大
家
族
の

一
員
だ
と
い
う
強

い
絆
で
結
ば
れ
、
苦
楽
を
と
も
の

日
暮
ら
し
で
し
た
。

珍
し
い
も
の
は
お
裾
分
け
。
田
植
え
は
終
わ

っ
た
順
に
手
助
け
モ
ン
ペ
姿

が
よ
く
似
合

っ
た
よ
。
ひ
と
仕
事
が
済
め
ば
、
国
司
、
上
松
、
坪
田
さ
ん
か

ら
先
々
代
の
お
じ
い
ち

ゃ
ん
ら
を
先
頭
に
小
型
ト
ラ
ッ
ク
の
相
乗
り
で
近
く

の
海
、
山

へ
旅
行
。
そ
り
ゃ
楽
し
か

っ
た
で
す
よ
。

や
が
て
、
嫌
な
戦
争
が
組
合
や
村
か
ら
大
黒
柱
を
、
若
者
を
奪

い
取
り
ま

し
た
。
主
人
も
Ｔ
集
で
ど
こ
に
行

っ
た
の
か
連
絡
も

つ
か
ず
、
私
は
、
幼
児

三
人
を
抱
え

て
み
な
さ
ん
と
銃
後
の
守
り
。
こ
れ
は
体
験
者
だ
け
が
わ
か
る

苦
し
み
で
す
ね
。

終
戦

の
九
月
、
突
然
主
人
が
復
員
し
て
き
た
時
の
嬉
し
さ
は
言
葉
に
表
わ

せ
ま
せ
ん
。
そ
の
後
も
農
地
解
放
な
ど
あ
り
苦
労
し
ま
し
た
が
、
昭
和
四
十

八
年
頃
か
ら
恵
み
野
開
発
計
画
が
持
ち
上
り
、
私
た
ち
も

「
い
よ
い
よ
町
に

な
る
ね
」
と
喜
び
合

い
、
幸

い
僅
か
な
土
地
を
造
成
用
に
提
供
し
ま
し
た
。

家
が
建
ち
花
が
咲
き
、
賑
や
か
な
会
話
が
飛
び
交
う
現
在
の
町
の
姿
に
こ
れ

ま
で
の
労
苦
は
み
ん
な
吹
き
飛
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

昭
和
六
十
二
年
北
町
内
会
が
で
き
、
む

つ
み
会
と
い
う
老
人
サ
ー
ク
ル
も

誕
生
し
ま
し
た
。
毎
年
、
良

い
人
た
ち
に
囲
ま
れ
て
踊
り
、
歌
、
手
芸
な
ど

楽
し
ん
で
い
ま
す
が
、
初
代
会
長
北
川
さ
ん
が
急
逝
さ
れ
て
困

っ
た
と
き
、

町
内
会
の
は
か
ら
い
で
若

い
田
中
豊

一
さ
ん
を
リ
ー
ダ
ー
に
お
願

い
で
き
、

長
い
間
お
世
話
頂

い
た
こ
と
は
本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
し
た
。

恵
庭
開
基
百
年
の
平
成
九
年
に
主
人
、
そ
の
あ
と
長
男
が
恵
庭
市
制
三
十

周
年
の
平
成
十
二
年
に
こ
の
世
を
去
り
、
地
主
仲
間
の
上
松
豊
さ
ん
も
昨
年

亡
く
な
ら
れ
て
淋
し
さ
は
隠
せ
ま
せ
ん
が
、
元
気
な
北
町
内
会
に
見
習

っ
て

私
も
若

い
人
た
ち
の
エ
キ
ス
を
頂
き
な
が
ら
恵
み
野
に
生
か
さ
れ
る
喜
び
の

余
生
を
過
ご
そ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。

北
町
内
会
創
立
二
十
周
年
お
め
で
と
う
。
心
か
ら
お
祝

い
い
た
し
ま
す
。

し

土日
　
む
か
し
　
そ
し
て
　
今
三
丁
目
　
伊

西
町
内
会
か
ら
分
離
し
て
早
や
二
十
年
、
薄
れ
ゆ
く
記
憶
の
糸
を
た
ぐ
り

タ
イ
ム
ス
リ

ッ
プ
し
て
み
よ
う
。

当
時
は
約
百
軒
位
か
な
。　
一
、
二
丁
目
は
ま
ば
ら
、
主
に
三
、
四
、
五
丁

目
が
住
宅
街
。
他
は
農
地
で
大
き
な
建
物
は
Ｒ

・
Ｂ

・
Ｐ
だ
け
で
し
た
。

日
本
庭
園
に
野
球
場
。
そ
う
だ
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
も
頭
に
浮
か
ぶ
な
。
春
に

な
れ
ば
カ

エ
ル
や
虫
の
声
、
ヒ
バ
リ
も
沢
山
晴

い
て
い
た
。
思
え
ば
な

つ
か

し
い
時
代
で
し
た
。
当
時
の
役
員
さ
ん
も
数
多
く
の
人
は
別
の
世
界
に
転
居

さ
れ
た
。
現
実
に
戻

っ
て
見
よ
う
。
あ
れ
か
ら
二
十
年
、
町
内
会
の
発
展
は

素
晴
ら
し
い
。
ま
だ
ま
だ
元
気
で
生
き
て
行
か
ね
ば
と
思
う
今
日
こ
の
ご
ろ

で
す
。
健
康

の
も
と
…
…
全
身
を
顔
に
…
…
で
す
。

関
　
文
　
男
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愛
す
る
恵
み
野
な
れ
ば
こ
そ
三
丁
目
　
苦
川
　
生
　
純
　
子

昭
和
五
十
八
年
八
月
、

「札
幌
通
勤
、
出
張
空
港
、
好
立
地
の
ベ
ッ
ド
タ

ウ
ン
」
と
い
う
主
人
の

一
言
で
札
幌
か
ら
移

っ
た
印
象
は
、
正
直

「田
舎
」

自
然
の
中
の
蛙
の
声
に

「毎
晩
静
か
だ
け
れ
ど
眠
れ
な

い
」
と
話
を
し
て

い
た
の
も
今
で
は
笑

い
話
で
す
。
住
宅
地
な
が
ら
自
然
、
行
政
、
金
融
や
、

医
療
、
教
育
か
ら
文
化
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
生
活
は
至
便
そ
の
も
の
。
さ
ら
に
、

住
民
が
丹
精
込
め
る
花
木
緑
樹
に
囲
ま
れ
た
情
景
は
、
今
や
全
国
に
有
名
な

花
の
街
と
な
り

「田
舎
」
の
イ
メ
ー
ジ
は

「文
化
団
地
」
に
変
身
。

同
居
暮
ら
し
と
な

っ
た
義
母
と
共
に
家
庭
菜
園
、
庭
木
育
苗
か
ら
趣
味
を

満
喫
し
な
が
ら
、
家
族
四
人
十
犬

一
匹
が
楽
し
く
幸
福
に
過
ご
せ
た
こ
と
は

最
高
の
思
い
出
で
す
。
今
思
う
と
、
義
母
の
晩
年
の
穏
や
か
さ
は
町
内
む

つ

み
会
の
皆
様
の
優
し
い
お
導
き
や
、
ご
近
所
の
方
々
の
温
か
い
お
力
添
え
や

ご
協
力
下
さ

っ
た
お
陰
と
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

し
か
し
、
近
年
心
痛
む
行

い
を
散
見
す
る
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

愛
犬
家
の
マ
ナ
ー
の
悪
さ
。
公
共
物

へ
の
破
損
事
故
、
落
書
き
、
火
気
禁
止

の
公
園
内
で
の
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
、
ゴ
ミ
の
不
始
末
、
極
め

つ
け
は
こ
ん
な
綺

一麗
な
街
の

一
隅
で
住
民
宅
の
庭
本
や
花
芽
を
無
断
拝
借
…
…
。

「な
ぜ
、
こ
の
ま
ち
を
大
切
に
し
な

い
の
？
」

恵
み
野
団
地
開
発
二
十
七
年
、
北
町
内
会
二
十
周
年
、
こ
れ
か
ら
は
住
民

同
士
が
も

っ
と
思
い
や
り
の
心
を
持
ち
住
み
や
す
い
団
地
作
リ

ヘ
考
え
直
す

時
期
に
入

っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
自
戒
を
込
め
て
こ
の
街
の
幸
せ

を
心
よ
り
願

っ
て
お
り
ま
す
。

し

袖
振
り
合

っ
て
二
十
年

四
丁
目
　
山
　
田
　
利
喜
夫

現
在
地
に
新
居
を
築

い
た
の
が
昭
和
六
十
二
年
の
三
月
、
町
内
会
と
共
に

も
う
二
十
年
と
は
…
…
。

当
時
、
周
り
は
二
十
数
軒
で
少
し
淋
し
い
思
い
で
し
た
が
、
今
で
は
僅
か

数
力
所
の
空
き
地
を
残
す
の
み
。
幼
か

っ
た
子
供
達
が
髭
を
生
や
す
青
年
に

…
…
ま
さ
に
時
の
流
れ
を
感
じ
ま
す
ね
。

袖
振
り
合
う
も
多
生
の
縁
と
か
、
地
域
の
お
力
に
な
れ
れ
ば
と
育
成
部
、

体
育
部
両
部
に
そ
れ
ぞ
れ
数
年
間
籍
を
置
き
、
大
勢
の
良
き
隣
人
と
出
会

い

貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
歴
史
は
日
々
の
積
み
重
ね
と

い
わ
れ

ま
す
。
三
十
年
に
向
け
て
益
々
の
発
展
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

温
情
の
ご
近
所
さ
ん

四
丁
目

早
い
も
の
で
、
恵
み
野
の
住
民
に
な

っ
て
十
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

引
越
し
て
す
ぐ
、
ご
近
所
の
山
田
さ
ん
に
テ
レ
ビ
を
調
整
し
て
頂
い
た
嬉
し

さ
は
、
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
近
頃
は
家
庭
菜
園
も
ご
近
所
の
温
情
で

場
所
も
広
く
な
り
、
じ
ゃ
が
い
も
、
豆
な
ど
除
草
か
ら
収
穫
迄
良

い
汗
し
て

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
公
園
も
近
く
、
年
老

い
た
母
と
緑
や
花
の
匂

い
の
中
を
日
々
散
歩

で
き
る
幸
せ
を
実
感
し
な
が
ら
温
情
あ
る
ご
近
所
さ
ん
に
支
え
ら
れ
、
健
康

第

一
を
モ
ッ
ト
ー
に
暮
ら
し
て
い
き
た

い
と
思
う
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。

こ

五

反



一
）

花
と
緑

に
心
を
足
し
て

四
丁
目
　
寺
　
澤
　
健

新
築
は
平
成
九
年
、
定
年
後
の
入
居
で
六
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

花
木
が
多
く
広

い
公
園
、
青

い
大
き
な
空
、
美
し
い
環
境
に
包
ま
れ
な
が
ら

感
動
の
日
々
を
ゆ

っ
た
り
と
過
ご
し
て
い
ま
す
。
こ
の
快
適
さ
を
守
り
続
け

る
に
は
住
む
人
の
力
と
心
が
必
要
で
す
。
公
園
や
空
き
地

へ
の
ゴ
ミ
捨
て
は

ノ
ー
。
犬
の
散
歩
は
我
が
子
同
様
の
愛
で
フ
ン
の
後
始
末
、
町
内
会

の

一
斉

清
掃
日
に
は
こ
ぞ

っ
て
参
加
し
ま
し
ょ
う
。
花
と
緑
に
心
を
足
し
て
美
し
い

恵
み
野
に
。
町
全
体
の
美
化
が
訪
れ
る
人
の
感
動
を
呼
ぶ
こ
と
で
し
ょ
う
。

向
日
葵
は
元
気
の
源

四
丁
目
　
長
　
坂
　
栄
　
子

臨
場
感
の
あ
る
絵
を
描
く
た
め
に
毎
年
庭
に
向
日
葵
を
植
え
て
い
る
。

昨
年
は
、
力
強

い
花
に
し
よ
う
と
、
恵
庭
市
が
販
売
し
た
肥
料
を
使

い
床
を

作

っ
て
植
え
た
。
そ
の
た
め
背
丈
は
伸
び
、
幹
は
太
く
な

っ
た
が
花
の
咲
く

の
は
遅
く
、
開
花
を
待
ち
望
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
土
用
に
入

っ
て
間
も
な
く

天
空
に
向
か
い
力
強
く
開
花
し
た
。

ひ
ま
わ
り
は
、
花
の
美
し
さ
と
と
も
に
、
や
が
て
葉
が
枯
れ
大
輪
の
花
が

散

っ
て
も
、
結
ん
だ
実
は
固
く
、
雨
風
に
負
け
ず
、
凛
と
し
て
立
ち
続
け
る

姿
は
味
わ

い
が
深
く
、
人
の
生
き
方
に
も
似
て
い
る
。

向
日
葵
は
、
私
の
元
気
の
源
、
さ
あ
、
今
年
も
キ
ャ
ン
バ
ス
に
。

私
の
愛
す
る
恵
み
野
は
、
限
り
な

い
自
然
の
ア
ー
ト
の
舞
台
で
す
。

じ思
い
出

五
丁
日
　
本
　
一壮
　
創
　
一二

私
ど
も
が
こ
の
恵
み
野
に
居
を
構
え
た
の
は
、
い
ま
か
ら
お
よ
そ
二
十
年

前
の
こ
と
で
、
教
職
の
仕
事
上
持
ち
家

の
感
覚
な
ど
な
か

っ
た
の
で
す
が
、

僻
地
に
勤
務
の
時
、
家
内
が
友
人
と
恵
み
野
で
の
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
展
示
会

見
学
に
来
た
こ
と
が
定
住
の
も
と
に
な
り
ま
し
た
。
が
、
最
初
の
五
年
間
位

住
ん
だ
あ
と
ま
た
公
宅
住
ま
い
で
、
知
人
に
住
ん
で
も
ら
う
な
ど
し
て
よ
う

や
く
退
職
後
に
落
ち
着

い
た
次
第
で
す
。

当
時
、
町
内
会
が
出
来
た
こ
ろ
で
電
車
の
窓
か
ら
も
ち

っ
ぽ
け
な
自
宅
が

見
え
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
後
め
ざ
ま
し
い
発
展
の
中
で
小

。
中
学
校
も
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
頃
恵
庭
市
内
の
各
学
校
は
老
朽
化
が
進
み
、
優
先
的
に
予
算
化
さ
れ
る

恵
み
野
の
中
学
校
勤
務
が
私
た
ち
の
羨
望
の
的
で
し
た
が
、
ナ
、
ナ
ン
ト
三

度
目
の
恵
庭
勤
務
で
恵
み
野
中
学
校
校
長
職
転
勤
を
命
じ
ら
れ
た
の
で
す
。

中
学
校
に
は
職
員
の
方
々
は
あ
ま
り
知
り
合

い
は
い
な
か

っ
た
の
で
す
が
、

生
徒
た
ち
が
私
が
住
ん
で
い
た
頃
、
近
所
に
い
た
、
よ
ち
よ
ち
歩
き
の
幼
子

た
ち
が
立
派
に
成
長
し
て
、
学
生
服
や
セ
ー
ラ
ー
服
に
身
を
包
ん
で
温
か
く

私
を
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
ん
な
楽
し
い
雰
囲
気
の
中
で
地
域
の
方
々
の
力
強
く
暖
か
い
ご
支
援
を

受
け
無
事
退
職
が
出
来
ま
し
た
。
卒
業
式
の
折
り
に
ひ
と
り
ひ
と
り
に
対
し

て
卒
業
証
書
を
手
渡
し
た
と
き
の
生
徒
た
ち
の
手
の
ぬ
く
も
り
を
生
涯
忘
れ

る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

恵
み
野
中
学
校
も
今
年
で
十
八
年
目
な
の
で
す
ね
。
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二
十
年
前
の
思

い
出

五
丁
目
　
番
　
場
　
輝
　
一二

ベ
ン
を
持
ち
、
二
昔
も
前
の
当
時
に
思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。

そ
の
頃
の
恵
み
野
は
南
と
西
の
町
内
会
、
集
会
す
る
会
館
は
南
に
し
か
な
く

役
員
会
な
ど
は
調
整
し
て
利
用
し
た
も
の
で
す
。
創
立
時
の
北
町
内
会
は
、

も

っ
と
も
多

い
三
丁
目
で
六
十
戸
、
五
丁
目
三
十
戸
、
四
丁
目
が
八
戸
程
の

百
戸
足
ら
ず
、
属
し
て
い
た
西
町
内
会
に
も
う
少
し
面
倒
を
見
て
ほ
し
い
と

要
望
し
た
の
で
す
が
、
戸
数
増
を
理
由
に
ぜ
ひ
独
立
を
が
大
勢
の
意
見
で
、

分
割
創
立
に
踏
み
切

っ
た
の
で
す
。
あ
れ
か
ら
も
う
二
十
年
で
す
か
。

今
や
、
当
時
の
十
倍
を
越
え
る
大
世
帯
の
姿
に
た
だ
驚
く
の
み
で
す
¨

創
立
二
十
周
年
に
感
謝

五
丁
目
　
中
　
澤
　
邦
　
雄

こ
の
地
で
開
業
し
て
二
十
六
年
、
そ
の
頃
は
町
内
全
部
合
わ
せ
て
も
百
軒

足
ら
ず
で

一
、
二
、
六
、
七
丁
目
は
雑
草
地
。
春
は
ひ
ば
り
が
さ
え
ず
り
、

夏
に
は
店
の
明
か
り
に
大
き
な
か
ぶ
と
虫
が
集
ま
る
、
た
ま
に
は
キ
タ
キ
ツ

ネ
も
現
れ
Ｊ
Ｒ
の
列
車
も
は

っ
き
り
見
え
た
も
の
で
す
。

以
後
、
発
展
し

つ
づ
け
て
い
る
こ
の
町
の
み
な
さ
ま
と
の
強
い
絆
で
今
日

ま
で
営
業
し
て
い
る
幸
せ
を
肌
で
感
じ
、
町
内
会
さ
ん
の
た
び
た
び
の
ご
利

用
と
役
員
さ
ん
の
ご
苦
労
に
頭
が
下
り
ま
す
。
二
十
周
年
の
お
祝

い
と
感
謝

を
申
し
上
げ
益
々
町
内
会
が
発
展
さ
れ
ま
す
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

ス
パ
ー
恵
み
野
北
　
店
主

さ
ら
な
る
発
展
を前

恵
み
野
旭
小
学
校
長
　
上
　
野
　
正
　
一
一

恵
み
野
北
町
内
会
が
創
立
二
十
周
年
を
お
迎
え

に
な
ら
れ
た
こ
と
心
よ
り

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

二
十
年
以
上
前
、
千
歳
の
学
校
に
勤
務
し
て
い
た
五
年
間
、
毎
日
恵
み
野

地
域
を
通

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
頃
に
比

べ
て
、
色
と
り
ど
り
の
花
が
咲
き

誇
る
素
晴
ら
し
い
街
並
み
に
変
わ

っ
て
き
ま
し
た
。

町
内
会
が
発
足
し
て
以
来
、
歴
代
の
役
員
の
方
や
大
勢
の
会
員
の
皆
様
の

ご
苦
労
に
よ
る
も
の
と
思

っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
の
び
の
び
と
安
心

し
て
毎
日
を
暮
ら
し
て
い
る
こ
の
町
が
さ
ら
に
大
き
く
発
展
す
る
こ
と
を
心

か
ら
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

環
境
美
化
で
安
全
安
心
を

五
丁
目
　
岩
　
見
　
美
代
子

一雇
用
促
進
住
宅
に
入
居
し
て
十
五
年
、
亡
き
夫
と
管
理
を
任
さ
れ
自
治
会

運
営
を
す
る

一
方
で
、
北
町
内
会
に
も
全
戸
入
会
じ
、
各
行
事
や
、
学
校
、

弔
事
な
ど
い
ろ
い
ろ
お
世
話
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

最
近
、
日
立

つ
の
は
、
促
住
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
洗
濯
機
不
法
投
棄
、

火
遊
び
、
汚
物
の
放
置
な
ど
相
手
を
思
い
や
る
心
が
あ
れ
ば
絶
対
で
き
な

い

こ
と
が
続

い
た
こ
と
で
す
。
道
徳
心
は
ど
こ
へ
行

っ
た
の
で
し
ょ
う
。

花
の
町
だ
け
に
蔭
の
部
分
も
美
化
す
る
こ
と
で
安
全
、
安
心
の
恵
み
野
が

さ
ら
に
住
み
良

い
環
境
に
守
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

）



）

幸
せ
は
こ
こ
か
し
こ六

丁
目
　
上
　
松
　
さ
と
ゑ

「え

つ
、
こ
こ
が
恵
み
野
団
地
に
、
本
当
に
町
に
な
る
の
？
」

少
々
体
調
の
悪

い
私
に
は
何
よ
り
の
嬉
し
い
言
葉
で
し
た
。
今
か
ら
二
十
数

年
も
昔
の
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
言
葉
通
り
恵
み
野
は
み
る
み
る
整
地
さ
れ
、

道
路
は
良
く
な
り
新
し
い
家
が
ど
ん
ど
ん
建
ち
ま
し
た
。
美
し
い
花
や
緑
に

包
ま
れ
て
公
園
、
市
役
所
の
出
張
所
、
Ｊ
Ｒ
の
駅
や
バ
ス
停
、
立
派
な
学

校
、
大
き
な
病
院
な
ど
、
当
時
を
知
る
私
に
は
夢
の
よ
う
な
町
の
姿
で
す
。

今
は
病
院
通
い
の
身
で
す
が

一
度
に
三
つ
の
科
の
診
察
を
受
け
ら
れ
る
の
は

と
て
も
有
難

い
こ
と
で
す
。

ひ
と
り
住
ま

い
の
友
人
は

「憩

い
の
家
の
お
風
呂
は
格
別
の
気
分
だ
よ
。

お
友
達
も
出
来
る
し
」
と
老

い
の
生
活
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

「出
来
る
こ
と
な
ら
今
少
し
近

い
所
に
お
魚
屋
さ
ん
が
あ
れ
ば

い
い
ね
」
と

い
う
方
も
い
ま
す
。
そ
う
だ
、
年
老

い
る
と
魚
は
食
卓
に
絶
対
必
要
な

一
品

だ
な
と
話
の
輪
が
広
が
り
ま
す
。
三
丁
目
の
星
野
さ
ん
ら
と

一
緒
に
長
い
間

こ
の
地
で
暮
ら
し
て
来
ま
し
た
が
、
連
れ
合

い
が
昨
年
、
旅
立
ち
ま
し
た
。

古
語
に
も

「向
う
三
軒
両
隣
」
と
あ
り
ま
す
が
、
夢
と
希
望
に
満
ち
溢
れ

明
る
く
過
ご
し
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
家
の
廻
り
の
若

い
ご
家
族
方
と
も
気
軽
に

仲
良
く
暮
ら
し
て
行
き
た

い
も
の
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
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不安を取 り除いて下さい

じ

「恵
み
野
北
」
に
住
ん
で

六
丁
目
　
千
　
葉
　
待
　
子

恵
み
野
北
に
住
ん
で
早

い
も
の
で
十
三
年
に
な
り
ま
す
。
当
時
は
周
り
に

家
も
ま
ば
ら
で
、
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
町
内
会
に
な
る
と
は
思
い
も
し
ま
せ
ん

で
し
た
。
家
を
建
て
た
頃
か
ら
庭
に
大
好
き
な
花
を
植
え
、
花
に
囲
ま
れ
た

生
活
を
送

っ
て
い
ま
す
。
花
の
お
か
げ
で
、
少
し
は
心
に
ゆ
と
り
の
も
て
る

日
々
を
送
れ
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。

恵
み
野
は

「花
の
街
」
と
い
わ
れ
る
通
り
、
最
近
で
は
こ
こ
に
も
大
勢
の

人
た
ち
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
色
々
な
人
た
ち
と
の

出
会

い
が
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

花
を
通
じ
て
ご
近
所
の
方
と
話
が
弾
ん
だ
り
、
花
の
苗
を
や
り
と
り
す
る

な
ど
自
然
に
つ
き
あ

い
の
輪
が
広
が
る
。
そ
ん
な
楽
し
い
舞
台
が
あ
る
の
も

北
町
内
会
の
魅
力
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
出
会

い
を
大
切
に
、
四
季

折
々
咲
き
誇
る
花
た
ち
と

一
緒
に
、
こ
れ
か
ら
も
暮
ら
し
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
北
町
内
会
が
い
つ
ま
で
も
住
み
や
す

い
街
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

み
ど
り
と
住
宅
見
事
な
調
和
六
丁
目
　
津
久
井
　
麻
　
美

私
が
北
町
内
会
に
越
し
て
き
た
の
は
九
年
程
前
の
こ
と
で
す
。

当
時
と
比
べ
る
と
住
宅
の
数
は
彩
し
く
増
え
ま
し
た
が
、
緑
が
減
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
よ
り

一
層
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
が
盛
ん
と
な
り
、
み
ど

り
と
住
宅
が
調
和
し
た
美
し
い
街
並
み
が
作
り
あ
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
そ
ん
な
景
観
を
保
ち
続
け
、
花
の
ま
ち
恵
み
野
を
率
先
す
る

町
内
会

へ
と
日
々
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
切
に
願
い
ま
す
。
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心
安
ら
ぐ
北
町
内
会

六
丁
目
　
生
工
　
原
　
良
　
二

私
は
、
厚
真
町
役
場
定
年
の
平
成
六
年
に

一
人
娘
の
大
学
進
学
の
た
め
、

急
ぎ
恵
み
野
東
三
丁
目
に
新
築
転
居
し
ま
し
た
が
、
塀
の
代
わ
り
に
使

っ
た

六
十
個
ほ
ど
の
日
高
石
を
ぜ
ひ
庭
石
に
と
思
い
、
平
成
十
五
年
の
秋
、
現
在

地
に
家
を
買

い
移
り
ま
し
た
。
斬
新
で
明
る
い
街
灯
、
大
勢
の
子
た
ち
、
道

外
の
孫
と
逢
う
機
会
が
少
な

い
の
で
お
子
さ
ん
が
孫
の
よ
う
に
思
え
て
。

人
付
爵
い

下
手
で
す
が
、
趣
味

の
囲
碁
仲
間
も
増
え

て
お
り
、
心
安
ら
ぐ

日
々
を
過
ご
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

自
然
も
人
も
天
国
気
分

六
丁
目
　
浅
　
田
　
日
出
雄

一
昨
年
十
月
転
居
、
永
年
豪
雪
地
帯
暮
ら
し
の
身
に
は
少
雪
は
ま
さ
に
天

国
で
す
が
、
除
雪
体
制
と
ア
イ
ス
バ
ー
ン
の
道
路
に
は

一
苦
労
し
、
春
先
の

風
の
強
さ
も
驚
き
で
し
た
。

し
か
し
、
雪
解
け
後
の
花
壇
の
美
し
さ
は
噂
以
上
で
、
余
り
の
美
し
さ
に

大
感
激
、
戸
外
で
遊
ぶ
子
供
達
の
声
も
懐
か
し
く
心
が
慰
め
ら
れ
ま
し
た
。

今
は
、
む

つ
み
会
会
員
と
し
て
も
Ｐ

・
ゴ
ル
フ
や
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
に
参
加

し
て
大
勢
の
方
と
交
流
を
深
め
て
恵
み
野
生
活
を
満
喫
し
て
い
ま
す
。

し

町
内
会
成
人
お
め
で
と
う

七
丁
目

　

一
之
瀬
　
悠
　
之

千
歳
か
ら
移
り
住
む
両
親
と
共
に
恵
み
野
に
来
て
あ
と
少
し
で
十
年
。

花
の
町
に
な
ら

っ
て
花
の
好
き
な
母
が
少
し
ず

つ
育
て
て
お
り
、
私
も
家
を

離
れ
る
つ
も
り
が
結
婚
し
て
も
親
と
同
居
の
生
活
で
す
。

幼
稚
園
や
学
校
が
近
く
、
娘
も
園
の
友
達
と
安
心
し
て
遊
び
回
り
公
園
も

多
く
て
と
て
も
住
み
や
す
い
町
と
感
じ
て
い
ま
す
。

町
内
会
は

ハ
タ
チ
の
成
人
で
す
。
私
も
青
少
年
育
成
部
五
年
目
の
今
年
は

初
め
て
の
部
長
職
で
責
任
重
大
で
す
。
い
ろ
ん
な
行
事
に
積
極
的
に
参
加
し

隣
近
所
で
助
け
合

い
、
ま
す
ま
す
住
み
や
す

い
町
内
会
に
し
た

い
で
す
ね
。

思
い
や
り
が
い
っ
ぱ
い

七
丁
目

北
町
内
に
は
、
優
し
い
人
た
ち
が
大
勢

い
ま
す
ね
。
迷
子
が
い
て

一
緒
に

家
を
探
し
て
あ
げ
て
い
た
人
。
犬
と
散
歩
の
途
中
ゴ
ミ
を
拾

っ
て
い
た
人
。

街
路
樹
の
横
に
咲

い
て
い
る
小
さ
な
花
に
水
撒
き
し
て
く
れ
て
い
た
人
…
。

私
は
、
こ
ん
な
優
し
さ
の
詰
ま

っ
た
北
町
内
が
す
ご
く
暮
ら
し
や
す
く
、

居
心
地
が
よ
く
て
大
好
き
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
そ
ん
な
小
さ
な
思

い
や
り
が
い
っ
ぱ

い
詰
ま

っ
た
北
町
内
を

み
ん
な
で
作
り
、
大
切
に
守

っ
て
い
け
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

ヽ

北

本

涼

子
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こ

「人
の
匂
い
」
の
す
る
町
内
に

七
丁
目
　
久
　
保
　
美
代
子

同
じ
地
域
の
暮
ら
し
の
中
で
、
子
供
を
通
し
て
の
友
人
以
外
顔
見
知
り
は

隣
近
所
で
僅
か
で
す
。
区
画
さ
れ
た
家
々
に
は
目
に
は
見
え
な

い
境
界
線
が

引
か
れ
、
昔
の
よ
う
に
徒
党
を
組
ん
で
走
り
回
る
子
供
の
姿
は
見
な

い
。

と
こ
ろ
が
、
年
に

一
度
開
催
さ
れ
る
町
内
会
懇
親
親
睦
会
に
は
驚
く
ほ
ど

多
く
の
人
々
が
集
ま
る
。
そ
れ
は
、
お
互

い
が
名
前
は
知
ら
な
く
て
も
同
じ

町
内
に
暮
ら
し
て
い
る
仲
間
が
い
る
と
い
う
安
心
感
が
欲
し
い
か
ら
な
の
だ

と
思
う
。
町
内
会
の
運
営
は
、
そ
の
安
心
感
を
得
る
手
伝

い
を
す
る
大
切
な
仕

事
で
絶
対
必
要
な
も
の
だ
。
恵
み
野
歴
十
年
の
私
は
、
美
し
い
花
の
香
り
と

と
も
に
、
植
え
た
物
を
踏
み
潰
さ
な

い
程
に
境
界
線
に
子
供
た
ち
の
足
跡
が

つ
い
て
い
る
よ
う
な

「人
の
匂

い
」
の
す
る
町
内
で
あ

っ
て
欲
し
い
で
す
。

花
と
緑
で
熟
年
幸
福

七
丁
目
　
佐
々
本
　
裕

　
一

町
内
会
二
十
周
年
記
念
の
直
前
、
道
南
の
室
蘭
か
ら
引
越
し
て
来
ま
し

た
。

室
蘭
に
お
よ
そ
八
年
、
そ
の
前
は
大
阪
住
ま

い
で
し
た
。
二
つ
の
市
と
も
に

工
業
都
市
で
し
た
の
で
、
恵
み
野
北
の
緑
ゆ
た
か
で
美
し
い
街
並
み
の
姿
は

想
像
以
上
で
感
激
し
て
い
ま
す
。
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
も
素
晴
ら
し
く
、
さ
す
が

「花
の
ま
ち
」
で
す
ね
。

北
町
内
会
、
現
在
は
発
展
期
と
か
、
私
達
夫
婦
は
そ
ろ
そ
ろ
熟
年
期
年
齢

で
す
が
、
幸
福
感
を
味
合

い
つ
つ
街
と

一
緒
に
進
歩
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

じ

花
の
町

”恵
み
野
“
に
移
り
住
ん
で

七
丁
目
　
小
　
形
　
朋
　
子

父
が
転
勤
族
で
子
供
の
頃
か
ら
各
地
を
転
々
、
馴
れ
る
間
も
な
く
次

へ
、

次

へ
と
落
ち
着
く
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
結
婚
し
て
も
転
勤
族
で
し

た
が
、
子
供
の
高
校
進
学
を
考
え
よ
う
や
く
恵
み
野
に
定
住
。
周
り
は
家
も

少
な
か

っ
た
の
が
あ

っ
と

い
う
間
に
建
ち
並
び
隣
近
所
と
の
お
付
き
合

い
も

顔
見
知
り
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
お
め
で
た

い
記
念
の
今
年
、専
門
部
の
役
が

廻

っ
て
き
た
の
も
縁
で
し
ょ
う
ね
。

生
ま
れ
て
初
め
て
腰
を
す
え
永
住
す
る
で
あ
ろ
う
こ
の
町
で
楽
し
く
年
を

重
ね
て
い
け
た
ら
と
願

っ
て
い
ま
す
。

優
し
さ
に
あ
り
が
と
う

七
丁
目
　
一品
　
橋
　
　
　
諭

私
は
身
体
障
害
者
で
車

い
す
に
乗

っ
て
い
ま
す
。
生
活
し
て
い
る
な
か
で

何
度
か
会
館
を
利
用
す
る
機
会
が
あ
り
、
そ
の
度
に
入
回
の
階
段
を
数
人
の

方
に
持
ち
上
げ
て
頂
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
手
伝

い
に
心
で

感
謝
し
な
が
ら
も
設
備
に
不
満
を
持

っ
て
お
ゥ
ま
し
た
。

し
か
し
、
あ
る
時
会
館
の
前
を
通
る
と
何
ん
と
ス
ロ
ー
プ
が
付

い
て
い
た

の
で
す
。
そ
の
対
応
の
早
さ
に
役
員
の
方
々
の
努
力
と
会
員
に
対
す
る
優
し

さ
を
感
じ
ま
し
た
。
福
祉
の
行
事
に
も
ご
案
内
を
頂
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
優
し
い
北
町
内
会
で
あ
り
続
け
ま
す
よ
う
お
祈
り
し
ま
す
。
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懐か しいな

春の交通安全街頭指導 北スパー店前 (平 17.4.6) 児童の安全な登校を見守る

第14回親睦懇親会 (冒険公園) ビール担当班の前には、2杯目が …

お母さんが燃える幼児競走 おつとつと… 尻相撲

流し すずらん踊り (恵み野駅前通)
11111111■ |                ・

恵み野夏まつりに参加した踊り子たち
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ラベンダーの香りで至福の一時

作品展

l、

展示会場へ作品の鑑賞に訪れた人々

秋の一斉清掃 (植樹マスの草取り)

瞼

　

餞
』

研修旅行 (余市町 山本観光農園) 昼 食 (鮎の里 ホテル水明閣)

(平 17.7.13)

出 展 作 品 か ら

秋を着飾るヤマモミジ



恵
み
野
北
町
内
会
各
専
門
部
の
活
動

街
の
灯
台
守

防
犯
交
通
部

防
犯
交
通
部
部
長
　
小
　
出
　
谷
　
　
武

●
　
防
犯
交
通
部
は

「街
の
灯
台
守
」
で
す
。
町
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
防

犯
灯
の
維
持
管
理
が
大
切
な
仕
事
で
、
点
検
が
夜
の
パ
ト

ロ
ー
ル
と
な
る
の

で
灯
台
守
と

い
う
わ
け
で
す
。
平
成
１２
年
頃
、
北
６
丁
目
、
北
７
丁
目
の
住

宅
街
が
形
成
さ
れ
、
町
内
を
隅
か
ら
す
み
ま
で
、
く
ま
な
く
歩
く
距
離
は
、

１
５
０
％
も
延
長
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
北
町
内
会
が
維
持
管
理
し
て
い
る
防
犯
灯
は
、
蛍
光
灯
２
３
０
灯
、

水
銀
灯
６‐
灯
、
恵
庭
市
管
理
分
の
水
銀
灯
５７
灯
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
灯
５２
灯
、
札

幌
土
木
現
業
所
管
理
分
の
水
銀
灯
３
灯
、
総
数
４
０
３
灯
で
、
こ
れ
を
防
犯

交
通
部
が
、
凡
そ
２５
日
毎
に
夜
間
パ
ト

ロ
ー
ル
で
点
検
し
て
い
ま
す
。

●
　
一父
通
安
全
運
動
は
、
恵
庭
市
が
設
定
し
て
い
る
４
月
、
７
月
、
９
月
そ

し
て
Ｈ
月
の
４
期
２０
日
間
で
、
区
長
及
び
役
員
の
協
力
に
よ
り
、
朝
の
児
童

登
校
時
間
帯
に
、
交
通
信
号
機
の
あ
る
５
丁
目
１
ス
パ
ー
北
店
前
で
毎
回
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
１７
年
度
は
延

９‐
名

の
参
加
を
得

て
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
他
交
通
安
全

旗
を
町
内
主
要
箇

所
に
立
て
、
交
通

安
全

の
啓
発
を
図

っ
て
お
り
ま
す
。

●
　
北
町
内

の
住

民
に
よ
る
防
犯
組
織

「わ
ん

。
ラ
ン

ク
ラ
ブ
」
が
、
平
成
１６
年
７
月
２７
日

に
発
足
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
ジ

ョ
ギ

ン
グ
や
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、
犬

の
散
歩

で
町
内
を
回
っ
て
い
る
２２
名
が
協
力
。

夜
光
反
射
す
る
腕
章
を
付
け
て
、

町
内
を
巡
回
す
る
こ
と
が
犯
罪
の
抑

止
効
果
に
な
り
、

「皆
で
つ
く
ろ
う

安
心
の
街
」
に
取
り
組
む
自
主
防
犯

組
織
で
す
。

●
　
各
町
内
会

の
防
犯
部
と
共

に
、
恵
庭
防
犯
協
会
が
行
う
事
業

に
参
加

し
、
防
犯
思
想
の
啓
発
、
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
、
防
犯
灯
の
普
及
活
動
と
新
設

の
取
り
纏
め
を
致
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
恵
庭
夏
祭
り
、
納
涼
花
火
大
会
、

豊
栄
神
社
祭
典
会
場
の
警
備
、
夜
間
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行

っ
て
安
全
な
街

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

美
し
い
街
づ
く
り
を

環
境
衛
生
部

環
境
衛
生
部
部
長
　
有
　
澤
　
伸
　
幸

恵
み
野
北
町
内
会
環
境
衛
生
部

の
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
報
告
し
ま
す
。

環
境
衛
生
部
は
、
北
町
内
会
の
設
立
と
同
時
に
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

活
動
の
中
で
最
も
大
き
な
事
業
は
、
毎
年
、
春
と
秋
に
実
施
さ
れ
る
町
内

一

斉
清
掃
で
、
春
は
５
月
下
旬
、
秋
は
９
月
下
旬
に
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
に

よ
り
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
北
町
内
会
が
発
足
し
た
当
初
は
少
な
か

っ
た
参

加
者
も
、
現
在
は
毎
回
５
０
０
人
を
超
え
る
多
く
の
会
員
の
皆
様
の
参
加
に

よ
り
、
道
路
や
植
樹

マ
ス
の
除
草
や
ご
み
拾

い
を
行

い
、
町
の
隅
々
ま
で
き

ヽ

防犯灯の点検パ トロール

融雪後に始める交通安全旗立て
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れ

い
に
清
掃
し
て
い
た
だ

い
て

お
り
ま
す
。

環
境
衛
生
部

の
二
つ
目
の
活

動
と
し
て
、
毎
月
資
源
回
収
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
回
収
は
、

毎
月
１８
ヽ
‐９
ヽ
２０
日
の
３
日
間

で
、
町
内
会
が
委
託
し
て
い
る

資
源
回
収
業
者
が
町
内

の
各
世

帯
を
回
り
、
古
新
聞
等
の
回
収

を
行

っ
て
お
り
ま
す
。
回
収
代

金
は
町
内
会
の
各
種
活
動
に
使

用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
美
し
い
恵
み
野
花

の
ま

ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
に
参
加
し
、
積
極
的
に
花
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

お
り
ま
す
。
恵
み
野
地
区
は
市
内
で
も
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
が
盛
ん
な
地
区
で
、

季
節
毎
に
色
と
り
ど
り
の
花
で
自
宅
の
庭
を
飾
り
、
道
行
く
人
々
の
目
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

平
成
１６
年

に
は
、
国
土
交
通
省
の
所
管
す
る
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
行

っ

て
い
る
地
域
に
与
え
ら
れ
る

「都
市
景
観
大
賞
　
土
大
し
い
ま
ち
な
み
大
賞
」

を
受
賞
す
る
な
ど
花
の
ま
ち
づ
く
り
が
有
名
に
な
り
、
道
内
外
か
ら
大
型
バ

ス
で
た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

北
町
内
会
は
、
恵
み
野
地
区
の
中
で
は
最
も
遅
く
宅
地
分
譲
さ
れ
た
地
区

で
す
が
、
町
内
に
は
自
然
林
を
生
か
し
た
恵
み
の
森
公
園
が
あ
り
、
春
は
新

緑
、
秋
は
紅
葉
と
住
む
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
、
地
域
の
憩

い
の
場
と
な

っ

て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
さ
れ

い
な
街
並
を
残
し
、
私
達
は
豊
か
で
楽
し
く
暮
ら
す
こ

）

と
が
で
き
る
よ
う
会
員
の
皆
様
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
清
掃
や
豊
か
な
緑
化

環
境
の
整
備
に
向
け
た
活
動
を
、
積
極
的
に
行

っ
て
参
り
ま
す
。

文
化
と
福
祉
の
向
上
を

厚
生
福
祉
部

厚
生
福
祉
部
前
部
長
　
富
　
長
　
光
　
一彦

○
　
厚
生
文
化
部
と
し
て
ス
タ
ー
ト

町
内
会
発
足
か
ら
平
成
９
年
ま
で
は
厚
生
文
化
部
で
、
現
在
の
厚
生
福
祉

部
と
な

っ
た
の
は
平
成
１０
年
か
ら
で
す
。

発
足
当
時

の
取
り
組
み
行
事
は
、
総
会
議
案
書
が
保
存
さ
れ
て
い
な

い
の

で
不
明
で
す
が
、
保
存
さ
れ
て
い
る
平
成
３
年
か
ら
の
議
案
書
で
当
時
の
活

動

の
様
子
を
見
る
と
、
担
当
し
て
い
た
事
業
は
、
敬
老
会

（市
主
催
）
の
参

加
協
力
、
す
ず
ら
ん
踊
り
講
習
会
や
納
涼
盆
踊
り

（恵
み
野
町
連
主
催
）
の

開
催
協
力
、
資
源
回
収
等
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
資
源
回
収
は
平

成
１０
年
に
環
境
衛
生
部
に
、
す
ず
ら

ん
踊
り

。
盆
踊
り
は
１２
年
に
総
務
部

の
所
管
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
中
で
目
に
付
く
の
は
平
成
５

年
Ｈ
月

（部
長
前
田
さ
ん
）
か
ら
の

囲
碁

・
将
棋
教
室
の
開
催
で
す
。

こ
の
教
室
は
平
成
９
年
ま
で
毎
週
月

曜
日
の
午
後
に
北
会
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
翌
７
年

（部
長
栗
田
さ
ん
）

か
ら
町
内
の

一
般
愛
好
家
も
参
加
し

て
囲
碁

・
将
棋
大
会
が
年
に
２
開
催

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
平
成

家族総出の一斉清掃 (平 17.9.25)

第10回 北町内会囲碁大会 (平 16.10.16)
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９
年
か
ら
は
囲
碁
大
会
の
み
と

な
り
、
年
１
回
開
催
で
現
在
ま

で
引
き
継
が
れ
て
お
り
ま
す
。

平
成
７
年

の
第
１
回
大
会
は

‐８
名
の
参
加
で
行
わ
れ
、
今
年

（‐７
年
）
の
大
会
に
は
十
代

の

若
者
も
参
加
し
て
、
１７
名
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

平
成
７
年
Ｈ
月
に
は
、
厚
生

文
化
部
が
主
体
と
な

っ
て

「町

内
会
だ
よ
り
」
第
１
号
が
発
行

さ
れ
、
そ
の
後
紙
名
を
会
員
か

ら
募
集
し
て
、
現
在
の
広
報
紙

「絆
」
と
な
り
、
１３
年
２
月
に
は
２。
号
が
発
行
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

新
入
学
児
童

へ
お
祝
品
を
贈
り
始
め
た
の
は
平
成
９
年

（部
長
　
中
谷
さ

ん
）
か
ら
で
、
当
時
の
新
入
学
児
童
は
４５
名
で
し
た
。
昨
年

（１７
年
）
の
対

象
者
も
４３
名
と
大
差
あ
り
ま
せ
ん
が
、
平
成
Ｈ
年
に
は
６２
名
の
記
録
が
あ

り
、
少
子
化
を
反
映
し
て
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

対
象
地
区
も
は
じ
め
の
こ
ろ
は
、
北
１
～
５
丁
目
が
主
だ

っ
た
よ
う
で
す

が
、
最
近
は
後
に
分
譲
さ
れ
た
６
～
７
丁
目
へ
と
変
わ
り
ま
し
た
。

○
　
組
織
改
正
に
よ
り
名
称
が
厚
生
福
祉
部
に

（平
成
１０
年
）

新
入
学
児
童
と
対
象
的
に
増
加
し
て
い
る
の
が
、
７。
歳
以
上
の
高
齢
者
の

方
で
す
。
７０
歳
以
上
の
方

へ
の
敬
老
の
お
祝
品
贈
呈
に
つ
い
て
の
記
録
が
あ

る
の
は
、
平
成
１０
年
の
１
３
７
名
で
す
。
そ
の
後
は
毎
年
増
え
て
き
て
い

て
、
今
年
は
１０
年
の
約
２
。
４
倍
の
３
２
６
名
の
方
に
、
お
祝
品
が
贈
ら
れ

）

て
い
ま
す
。

部
の
名
称
変
更
を
機
に
、
新
た
な
取
り
組
み
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の

一
つ
が
平
成
１０
年

（部
長

岡
部
さ
ん
）
か
ら
の

「北
の
厚
福
だ
よ
り
」

の
発
行
で
す
。
こ
の

「北
の
厚
福
だ
よ
り
」
は
、
年
４
回
発
行
の
絆
の
拡
大

版
で
渡
邊
三
好
さ
ん
が
取
材
編
集
し
て
、
ほ
ぼ
毎
月

（年
８
回
）
発
行
さ
れ

ま
し
た
。
町
内
の
瓦
版
と
し
て
好
評
で
し
た
が
、
平
成
１３
年
の
総
会
で
別
に

発
行
し
て
い
た
総
務
部
だ
よ
り
と
共
に
、
歴
史
の
古

い
絆
に
統
合
し
て
編
集

を
総
務
部

へ
移
管
、
残
念
な
が
ら
２５
号
で
廃
刊
と
な
り
ま
し
た
。

も
う

一
つ
は
、
町
内
在
住
者
が
日
頃
の
創
作
活
動
や
趣
味
等
で
制
作
し
た

様
々
な
分
野
の
作
品
を

一
堂

に
展
示
し
、
相
互

の
創
作
意
欲

の
向
上
と
創

作

・
趣
味

の
輪
を
広
げ
る
こ
と
を
ね
ら

い
と
し
て
、
平
成
１４
年
（部
長
寺
澤

さ
ん
）
か
ら
当
時
の
婦
人
部

（部
長

広
橋
さ
ん
）
と
合
同
で
開
催
し
た

「作

品
展
」
で
す
。

第
１
回
は
４４
名
の
方
か
ら
１
２
６
点
の
作
品
が
出
展
さ
れ
、

昨
年
も
４‐
名
の
方
か
ら
１
２
８
点

の
作
品
を
出
展
い
た
だ
き
、

方
が
来
舘
さ
れ
、
熱
心
に
鑑
賞
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

○
　
厚
生
福
祉
部
の
２。
年
の
歩
み
と
活
動
の
足
跡
を
、
ご
く
簡
単
に
、
振
り

返

っ
て
み
ま
し
た
が
、
敬
老
会
や
す
ず
ら
ん
踊
り
、
盆
踊
り

へ
の
参
加

・
協

力
、
町
内
会
だ
よ
り
等
広
報
紙
の
編
集
発
行
、
囲
碁

・
将
棋
教
室
の
開
設
と

大
会
開
催
、
作
品
展
の
企
画
開
催
等
々
、
先
輩
の
方
々
は
実
に
精
力
的
に
多

彩
な
行
事
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
延
長
に
、
現
在
の
町
内
会

が
あ
り
、
た
だ
た
だ
感
心
し
て
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。

＼_

第
４
回
目

の

１
１
７
名

の

第 1回 作品展会場で (平 14.10.19～ 20)
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体
位
向
上
と
融
和
親
睦
を

体
育
部

体
育
部
前
部
長
　
ユ削
　
田
　
　
　
治

恵
み
野
北
町
内
会
が
発
足
し
た
時
か
ら
、
体
育
部
は
存
在
し
て
い
ま
し
た
。

体
育
部

の
目
的
は
、
〈バ
員
の
皆
さ
ん
が
普
段
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
ん
で
体

位
の
向
上
を
図
り
、
健
康
な
生
活
の
中
で
融
和
親
睦
を
深
め
る
こ
と
で
す
。

○
当
時
の
体
育
部
の
具
体
的
な
活
動
内
容
は
、
恵
庭
市
が
市
民
対
象
に
開
催

す
る
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
参
加
す
る
た
め
、
選
手
と
応
援
団
の
人
集
め
が

主
で
し
た
。
選
手
も
応
援
団
も
恵
み
野
町
連
で
チ
ー
ム
を
編
成
し
て
、
大
会

競
技
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

当
時
の
大
会
種
目
は
、
次
の
よ
う
で
し
た
。

①
恵
庭
市
民
大
運
動
会

（市
主
催
　
平
成
６
年
ま
で
）
、
②
少
年
野
球
大
会

③
少
年
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
、
④
市
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
、
⑤
市
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

入ム
。

体
育
協
会
、
連
盟
主
催
で
は
⑥

親
子
ス
キ
ー
大
会
、
⑦
市
民
駅

伝
大
会
、
③
市
民
卓
球
大
会
、

⑨
市
民
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
大
会
。

こ
れ
ら
市
主
催
の
市
民
参
加

型
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
、
市
の
財

政
が
逼
迫
し
て
来
る
平
成
１２
年

で
終
わ
り
ま
し
た
。

）

○
市
民
参
加
型
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
姿
を
消
し
た
翌
平
成
１３
年
８
月
２５
日
に
、

第
１
回
町
内
会
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
を
、
開
催
し
ま
し
た
。
折
か
ら
の
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
ブ
ー
ム
に
乗
り
、
３２
名
が
参
加
し
て
大

い
に
盛
り
上
が
り
、
以
後

年
２
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
他
に
恵
み
野
四
町

（町
連
）
の
親
睦
バ
ー
ク
ゴ

ル
フ
大
会
も
、
平
成
１４
年
か
ら
開
催
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
年
々
参
加

者
が
増
え
和
気
藷
々
と
怪
我
も
無
く
、
楽
し
く
ボ
ー
ル
を
追

っ
て
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ん
の

一
層
の
健
康
と
、
融
和
親
睦
を
深
め
ま
す
よ
う
祈
り
ま
す
。

木
来
へ
子
供
達
を
育
む

青
少
年
育
成
部

青
少
年
育
成
部
前
部
長
　
堀
　
　
　
　
昭

２。
年
前
、
北
町
内
会
が
発
足
し
た
時
の
児
童
数
は
約
５０
名
だ

っ
た
そ
う
で

す
。

「当
時
は
、
中
学
生
が
あ
ま
り
い
な
く
て
、
小
学
生
が
中
心
で
各
種
行

事
を
行

っ
て
い
ま
し
た
。
少
な

い
人
数
な
の
で
、
ど
こ
の
家
の
子
供
か
分
か

り
、
親
御
さ
ん
も
協
力
的
で
し
た
。
親
子
仲
良
く
集
ま

っ
て
、
各
種
行
事
を

楽
し
く
行

っ
て
い
ま
し
た
。
」
と
、
初
代
育
成
部
長
を
務
め
ら
れ
た
熊
谷
史

郎
さ
ん
に
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

当
時
は
、
ラ
ジ
オ
体
操
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
、
映
画
鑑
賞
会
等
の
行
事
を
行

い
、
恵
庭
市
で
行
う
リ
ー
ダ
ー
講
習
会
に
も
、
多
く
の
児
童
が
参
加
し
て
い

た
そ
う
で
す
。

平
成
１７
年
４
月
現
在
、
恵
み
野
旭
小
学
校
、
恵
み
野
中
学
校
に
北
町
内
会

か
ら
通
う
児
童
生
徒
は
５
１
７
名
に
な
り
ま
す
。
こ
の
人
数
は
町
内
会
発
足

当
時
の
１０
倍
の
人
数
で
あ
り
、
恵
み
野
で
は
最
大
の
児
童
数
を
誇
る
マ
ン
モ

ス
町
内
会
と
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
多
く
の
子
供
た
ち
と
、
ふ
れ
あ
う
こ
と
が

出
来
る
よ
う
に
青
少
年
育
成
部
は
、
次
の
各
種
行
事
を
行

っ
て
い
ま
す
。

恵み野四町連パークゴルフ大会に参加



１
月
の
旭
小
学
校
体
育
館
で

の
冬
レ
ク

（東
町
内
会
と
合
同

の
ゲ
ー
ム
大
会
）
、
７
月
の
夏

休
み
旭
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
行

っ
た
ラ
ジ
オ
体
操

（１７
年
は
１０

日
間
）
、
８
月
の
恵
み
野
四
町

合
同
行
事
の

一
日
ふ
る
さ
と
探

検
、
Ｈ
月
の
秋
レ
ク

（東
町
内

会
と
の
合
同
ゲ
ー
ム
大
会
）
の

４
つ
の
大
き
な
行
事
を
行

い
、

夏
と
冬
に
行
わ
れ
る
え
に
わ

っ

子
ジ

ュ
ニ
ア
セ
ミ
ナ
ー
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

昨
年
の
ラ
ジ
オ
体
操
は
１０
日
間

（１
日
雨
で
中
止
）
延
参
加
人
員
約
３
５

０
０
名
で
、
最
終
日
に
は
用
意
し
た
ジ

ュ
ー
ス
が
無
く
な
る
位
の
児
童
と
親

御
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

少
子
高
齢
化
の
中
、
恵
み
野
北
町
内
会
の
児
童
数
も
、
こ
れ
か
ら
減
少
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
２０
年
前
の
各
種
行
事
に
参
加
し
て
い
た
子
供
た
ち
も
、
今

で
は
、
自
分
の
子
供
た
ち
を
育
成
部
の
各
種
行
事
に
参
加
さ
せ
て
い
て
も
お

か
し
く
な
い
位
の
時
間
が
た
ち
ま
し
た
。

青
少
年
育
成
部
は
、
町
内
会
の
児
童
、
四
町
の
児
童
の
た
め
に
頑
張

っ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
各
種
行
事
の
際
、
ち
ょ
っ
と
覗
き
に
来
ま
せ
ん
か
。

未
来
あ
る
健
全
な
児
童
を
皆
さ
ん
の
力
で
育
て
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
今
、
育
成
部
の
各
種
行
事
に
参
加
し
て
い
る
子
供
た
ち
が
、
や

）

が
て
子
供
を
持

っ
た
と
き
、
自
分
の
子
供
を
育
成
部
の
行
事
に
参
加
さ
せ
た

い
と
思
え
る
よ
う
な
活
動
を
こ
れ
か
ら
も
や

っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

女
性
の
地
位
向
上
と
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

女
性
部

女
性
部
部
長
　
広
　
橋
　
幸
　
枝

何
か
地
域
の
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思

い
、
平
成
１４
年
か
ら
北
町
内
会
の
女

性
部

（当
時
は
婦
人
部
）
の
部
長
を
さ
せ
て
頂

い
て
お
り
ま
す
。

学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
も
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
学
校
と
町
内
会

と
で
は
接
す
る
人
達
の
年
齢
層
の
幅
が
広
く
、
最
初
は
戸
惑
い
ま
し
た
。

し
か
し
研
修
旅
行
は
じ
め
女
性
部
の
活
動
に
参
加
し
て
お
付
き
合

い
を
す
る

に
つ
れ
て
、
そ
の
不
安
も
吹

っ
飛
び
、
今
で
は
と
て
も
楽
し
く
思

っ
て
お
り

ま
す
。

次
に
思
い
出
に
残
る
出
来
事
、
行
事
を
あ
げ
て
み
ま
す
。

○
北
町
内
会
発
足
以
来
慣
れ
親
し
ん
で
き
た
婦
人
部
か
ら
、
女
性
部
に
名
称

が
変
更
に
な

っ
た
こ
と
で
す
。
と
か
く
婦
人
部
と

い
う
と
、
結
婚
し
て
家
庭

を
持

っ
て
い
る
女
性
を
想
像
し
が
ち
で
す
。
そ
こ
で
、

「近
年
女
性
の
社
会

進
出
が
目
覚
ま
し
く
、
女
性
共
同
参
画
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
く
女
性
部
と
改

称
し
て
、
全
て
の
女
性
を
対
象
に
活
動
し
よ
う
」
と

い
う
提
案
が
、
第
１７
回

定
期
総
会

（平
成
１４
年
１２
月
１５
日
開
催
）
で
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

よ
り
多
く
の
女
性
が
、
活
動
に
参
加
さ
れ
る
よ
う
期
待
し
ま
す
。

○
平
成
１４
年
７
月
２
日
、
こ
の
日
は
岩
見
沢
市
ば
ら
園
、
こ
ぶ
し
陶
芸
館
、

栗
山
町
の
小
林
酒
造
北
の
錦
記
念
館
を
見
て
廻
り
ま
し
た
。
８５
名
と
大
勢
の

方
に
、
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
従
来
は
大
型
バ
ス
ー
台
と

い
う
制
約
で

ヽ

朝もやの中、元気でラジオ体操 (平 17.8.6)



募
集
し
て
い
た
人
員
が
２

倍
に
増
え
、
バ
ス
２
台
で

対
応
し
た
こ
と
で
す
。
そ

れ
で
も
、
幾
人
か
の
方
は
、

お
断
り
す
る
ほ
ど
の
人
気

で
し
た
。

○
恵
望
園
の
ボ
ラ
ン
テ
イ

ア
活
動
は
、
毎
年
６
、
９
、

‐２
ヽ
３
月
に
４
日
間
実
施

し
て
い
て
、
昨
年
の
９
月

に
は
１３
名
も
の
方
が
参
加

し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

今
後
と
も
新
し
い
方
を
含

め
て
、
積
極
的
に
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

○
平
成
１４
年
か
ら
厚
生
福
祉
部
と
共
催
し
て
始
ま

っ
た
作
品
展
は
、
昨
年
第

４
回
目
を
終
え
ま
し
た
。

第
１
回
日
は
出
展
者
４４
名
の
う
ち
女
性
が
帥
名
、
第
４
回
目
で
も
４２
名
中
謁

名
で
、
女
性
が
文
化
的
活
動
に
寄
せ
る
関
心
の
高
さ
を
、
改
め
て
感
じ
さ
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

終
わ
り
に

『
一
家

の
太
陽
』
的
存
在
で
あ
る
女
性
の
皆
さ
ん
の

一
層
の
ご

活
躍
と
、
北
町
内
会
の
発
展
を
祈
念

い
た
し
ま
す
。

）

恵
み
野
北
町
内
会
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
団
体
紹
介

安
全
を
見
守
る

わ
ん

・
ラ
ン
ク
ラ
ブ

代
表
事
務
局
長
　
小

出

谷
　
　
武

平
成
１６
年
１
月
の
北
町
内
会
役
員
会
で
、
町
内
に
自
主
防
犯
の
ボ
ラ
ン
テ

イ
ア
組
織
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
の
声
が
出
ま
し
た
。
早
速
回
覧
板
で
町
内
に

呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
２２
名
の
方
と
愛
犬
の
参
加
を
得
て
、
７
月
２７
日
に
発

足
さ
せ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
愛
犬
の
散
歩
の
際
、

「防
犯
」
の
腕
章
を
着

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
犯
罪
意
識
者
等
に
対
し
て
、
町
内
の
防
犯
意
欲
を
認

知
さ
せ
、
防
犯
意
識
の
抑
制
を
図
ろ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

ま
た
、
町
内
の
方
々
へ
も

「自
分

た
ち
の
街
は
自
分
た
ち
で
守
る
」

防
犯
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
く
と

と
も
に

「わ
ん

・
ラ
ン
ク
ラ
ブ
」

会
員
の
、
防
犯
に
役
立

つ
と

い
う

清
新
な
気
持
ちヽ
を
、
多
く
の
皆
様

に
ご
理
解
を

レ
た
だ
き
た

い
と
思

い
ま
す
。

昨
年

（平
成
ゴ
年
）
の
暮
れ
広

島
、
栃
本
で
小
学
１
年
生
の
女
児

が
、
下
校
途
中
に
殺
さ
れ
た
悲
し

い
事
が
あ
り
ま
し
た
。
普
段
、
会

員
個
々
の
防
犯
活
動
で
す
が
、
１２

月
２‐
日
、
旭
小
学
校
の
下
校
時
に

合
わ
せ
て
会
員
が
集
ま
り
、
パ
ト

恵望園ボランティア活動 (平 17.9.20)

自主防犯組織わん・ランクラブ発会 (平 16.7.27)
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ロ
ー
ル
す
る
団
体
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

高
齢
者
を
見
守
る

ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

「夢
」

会
長

渡

邊

三

好

近
付
く
高
齢
者
社
会
を
前
に
、

恵
庭
市
町
連
の

「ひ
と
り
の
不

幸
も
見
逃
さ
な

い
、
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
」
や
、
社
会
福
祉

協
議
会
の

「小
地
域
支
え
あ

い

事
業
」
の
提
唱
を
受
け
て
、
平

成
Ｈ
年
度
よ
り
、
町
内
会
の
有

志
に
よ

っ
て

「ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

夢
」
の
組
織
化
を
図

っ
て
活
動

を
継
続
し
て
行

っ
て
い
ま
す
。

超
高
齢
者
や
独
居
高
齢
者
ら

を
対
象
に
し
た
、
通
年
の
声
か

け
訪
間
が
基
本
で
、
さ
ら
に
健

康
や
暮
ら
し
の
学
習
会
、
敬
老
や
年
末
の
ふ
れ
あ
い
交
流
会
な
ど
を
催
し
て

い
ま
す
。
昨
年
は
、
簡
単
体
操
や
ガ
ン
講
演
会
、
恵
庭
の
歴
史
や
悪
質
商
法

の
学
習
、
Ｓ
Ｐ
ン
コ
ー
ド

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
を
企
画
し
て
好
評
で
し
た
。

今
年
度
は
、
町
内
会
で
も
高
齢

者
福
祉
や
災
害
、
特
に
地
震
対
策

な
ど
を
重
点
目
標
に
掲
げ
て
お
り
、

「地
域
は
地
域
で
守
る
」
こ
と
を

第

一
に
、
活
動
員
で
あ
る
ハ
ー
ト

さ
ん
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
頑
張
り

ま
す
。

２
月
に
は
、
市
織
員
の

「シ
ボ

ラ
」
と
町
内
会
四
役
の
協
働
で
、

高
齢
者
宅
５
戸
の
除
雪
に
、

ハ
ー

ト
さ
ん
６
名
も
参
加
し
て
、
ボ
ラ

ン
テ
イ
ア
活
動
を
し
ま
し
た
。

ハ
ー
ト
さ
ん
は
現
在
、
１６
名
で
す
。

若

い
方

の
自
由
な

ご
参
加
、
入
会
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

スタッフのハートさんたち

下校児童の見守り (平 17.12.21)歳末ふれあい訪問 3丁目星野さん宅で (平 17.12.1)

懐かしいSPレコー ド鑑賞会 (平 17.9.17)
恵庭の花スズラン
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創
立
２。
周
年
に
寄
せ
て

恵
み
野
北
む

つ
み
会
会
長
　
浅
　
田
　
　
　
勇

恵
み
野
北
町
内
会
が
、
創
立
２０
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
、
衷
心

よ
り
お
祝

い
申
し
上
げ
ま
す
。

町
内
会
の
役
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
私
た
ち
高
齢
者
の
組
織

「北
む

つ
み
会
」
の
活
動
に
、
ご
理
解
頂
き
ま
た
暖
か
い
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

会
の
名
称
は
様
々
で
す
が
老
人
の
会
は
、
昭
和
３８
年
に
制
定
さ
れ
た
老
人

福
祉
法
に
基
づ
き
ま
す
。
こ
の
年
恵
庭
に
三

つ
の
会
が
誕
生
し
、
４９
年
に
連

合
会
も
組
織
さ
れ
ま
し
た
。

恵
み
野

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
構
想
が

で
き
、
実
現
化
す
る
と
、

マ
イ

ホ
ー
ム
の
建
築
と
人
口
の
急
増

が
進
み
、
恵
み
野
地
区
に

「恵

み
野
む

つ
み
会
」
が
誕
生
し
た

の
が
５８
年
で
す
。

平
成
３
年
に
は

『恵
み
野
憩

の
家
』
が
完
成
し
ま
す
が
、
会

員
の
収
容

に
は
手
狭
な
こ
と
も

あ

っ
て
、
町
内
毎
に
分
離
独
立

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
平

成
５
年
４
月
か
ら
私
た
ち
は

「北

む
つ
み
会
」
の
名
で
新
発
足
し
、

現
在
１４
年
目
の
活
動
を
展
開
し

じ

て
お
り
ま
す
。
自
主
参
加
者
で
組
織

す
る
会
で
、
北
町
内
在
住

の
お
お
む

ね
６。
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方
が
入
会

さ
れ
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
と
し
て
例
会
で
は
誕
生

会
、
童
謡
や
カ
ラ
オ
ケ
、
踊
り
を
し

た
り
、
健
康
や
安
全
等
の
講
話
を
き

い
た
り
し
ま
す
。
他
に
忘
新
年
会
、

温
泉
旅
行
も
楽
し
み
な
行
事

の

一
つ

で
す
。

ま
た
ゴ
ミ
拾

い
や
北
会
館
の
ガ
ラ
ス

ふ
き
、
花
壇

の
世
話
な
ど

の
奉
仕
活
動
や
市
老
連

の
体
育
大
会
、
歩

こ
う

会
、
芸
能
文
化
祭
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
仲
間
づ
く
り
や
生
き
が
い
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

６０
代
か
ら
９。
代
の
８７
名
の
会
員
は
、
年
齢
の
壁
を
越
え
て
楽
し
く
和
気
あ

い
あ

い
と
睦
ま
じ
く
交
流
し
て
お
り
ま
す
。
新
し
い
会
員
の
方
を
お
迎
え
す

る
こ
と
で
、
と
も
す
れ
ば

マ
ン
ネ
リ
化
し
そ
う
な
私
た
ち
に
、
新
し
い
血
を

注
入
し
刺
激
を
与
え
て
下
さ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

お
気
軽
に
入
会
下
さ
い
。

終
わ
り
に
臨
み
、
恵
み
野
北
町
内
会
の
益
々
の
発
展
を
ご
祈
念
し
お
祝

い

の
言
葉
と
致
し
ま
す
。

健康ハイキングで札幌モエレ沼へ (平 17.6.3)

恵庭市の鳥カヮセミ

清掃活動 恵み野北会館のガラス拭き



恵
み
野
北
会
館
で
活
動
す
る
サ
ー
ク
ル

ス

ト

レ

ッ

チ

教

室

リ
ー
ダ
ー

山

岡

一さ
ち
子

平
成
９
年
１
月
９
日
か
ら
活
動
を
始
め
て
、
１８
年
１
月
で
１０
年
に
な
り
ま

す
。
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
の
内
容
は
、
前
半
に
体
を
温
め
る
運
動
、
後
半
は
ス

ト
レ
ッ
チ
運
動
で
腹
筋
運
動
や
腕
立
て
を
し
た
後
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
リ
ズ

ミ
カ
ル
に
踊
り
ま
す
。

恵
み
野
北
会
館
で
、
毎
週
木
曜

日
午
前
１０
時
か
ら
Ｈ
時
４５
分
ま
で
、

毎
回
平
均
２０
名
の
方
が
参
加
し
て
、

楽
し
く
や

っ
て
い
ま
す
。

健

康

美

体

操

リ
ー
ダ
ー

宮
　
一房

江
　
　
指
導
者

高

橋

雪

枝

平
成
２
年
か
ら
始
ま

っ
て
、
平
成
１８
年
で
１６
年
間
続
け
て
お
り
ま
す
。

体
操

の
内
容
は
、

ヨ
ガ
、
ス
ト

レ
ッ
チ
、
ジ

ャ
ズ
体
操
、
気
孔
な
ど
を
、
音

楽

に
合
わ
せ
て
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
踊
り
ま
す
。

ヽ
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恵
み
野
北
会
館
で
、
毎
週
金
曜
日

午
前
１０
時
か
ら
‐２
時
ま
で
や

っ
て
い

ま
す
。
他
に
毎
年
１
回
、
親
睦
を
兼

ね
て
旅
行
も
し
て
い
ま
す
。

恵

北

書

道

教

室

代
表
者

深

浦

ハ

マ

子

平
成
元
年
か
ら
始
め
て
１７
年
に
な

り
ま
す
。

深
浦
信
男
先
生
亡
き
後
は
、
子
供

達
の
指
導
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

当
時
の
仲
間
が
集
ま

っ
て
書
道
教
室

を
続
け
て
お
り
ま
す
。

場
所
は
恵
み
野
北
会
館
で
、
毎
週

土
曜
日
の
午
前
１０
時
か
ら
‐２
時
ま
で

活
動
し
て
お
り
ま
す
。

ヽ

ジャズでリラックス 健康美体操

ストレッチ体操静寂の中で制作に励む 恵北書道 ストレッチですつきり
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整

美

体

操

ス

マ

イ

ル
リ
ー
ダ
ー
　
武

末

さ

え

子

平
成
１６
年
７
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

体
操
の
内
容
は
準
備
体
操
か
ら

始
ま
り
、
音
楽
に
乗
せ
て
ス
ト
レ

ッ
チ
、
リ
ズ
ム
体
操
を

い
た
し
ま

す
。
ま
た
途
中
で
お
笑

い
を
入
れ

た
ト
ー
ク
の
ス
マ
イ
ル
も
あ
り
ま

す
。恵

み
野
北
会
館
で
毎
週
月
曜
日

の
１０
時
か
ら
‐ｌ
ｈ
γ
で
や

つ
て
い

て
、
毎
回
平
均
１２
～
‐３
名
の
方
が

参
加

い
た
し
ま
す
。

も

ん

き

ち

ク

ラ

ブ

リ
ー
ダ
ー
　
坂
　
本
　
紫
　
暢

平
成
７
年
か
ら
始
ま
り
、
代
々
引
き
継
が
れ
て
、
こ
の
平
成
１８
年
で
満
Ｈ

年
に
な
り
ま
す
。
こ
の
ク
ラ
ブ
は
、
幼
児
と
そ
の
親
が
自
主
的
に
集
ま

っ
て

活
動
す
る
組
織
で
す
。
活
動
の
内
容
は
、
お
遊
戯
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、

紙
工
作
な
ど
と
、
親
同
士
の
子
育
て
の
情
報
交
換
を
し
て
い
ま
す
。

一
時
は
大
勢

い
ま
し
た
が
、
少
子
化
の
せ
い
か
現
在
は
、
１３
家
族
前
後
で

す
。
北
会
館
か
野
外
で
、
毎
週
火
曜
日
午
前
１０
時
か
ら
１２
時
ま
で
活
動
。

囲

碁

ク

ラ

ブ

代
表
者
　
濱
　
田
　
秀
　
巌

平
成
５
年
９
月
か
ら
始
ま
り
、
平

成
１８
年
で
１２
年
に
な
る
、
囲
碁
愛
好

家
の
集
ま
り
で
す
。

恵
み
野
北
会
館
で
毎
週
月
曜
日
の

‐３
時
か
ら
‐７
時
ま
で
開
か
れ
て
お
り

毎
回
楽
し
く
や

っ
て
い
ま
す
。
ま
た

町
内
囲
碁
大
会
を
、
年
に
１
回
開
催

し
て
い
ま
す
か
ら
、
参
加
下
さ
い
。

健康はスマイルから 整美体操

今日は公園でお遊び もんきちクラブ指しつ指されつ 囲碁クラブ
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窓拭きの奉仕活動 (北むつみ会) 恵望園でボランティア活動 (女性部)

健康教室で介護模擬体験 (ネ ットワーク夢)

(北 2丁目2

今日のメニューはかも南そば

ドウダンツツジ 金子さん )

慶老ふれあいそば会食でそば打ち実演 (平 12.1112)

声掛け訪間で健康タオルを贈る街の安全を見守る わん・ランクラブ



36 恵み野北町内会20周年記念誌

高山植物・山野草専門店 夢 山 草 (北3丁目1) 四季の味 祥 の 家 (北3丁目RBP内 )

スパー恵み野北店なかざわ (北 5丁目1-1) 店 (北4丁 目5-10)

セイコーマー トさちづる恵み野北店 (北 1丁目1) ホワイ ト急便 神田取次店 (北 2丁目14-5)

第20回恵み野北町内会定期総会 (平 17.1218) □―ソン恵み野北店 (北 3丁目lRBPビル内)
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恵み野Jヒ町内会 作 品 展 出 展 者 名 簿 (平成 14～ 17年 )

し

番号 氏 名 所住 14 15 16 17 番号 名氏 所住 14 15 16 17

１

２

３

４

浅田  勇
自木 亮輔
高田 幸子
前森 敏子

北1丁 目 1-5
9-9
5-4
12-И

○

　

○

○

○

　

○

○

44
45
46
47
48
49
50

石森 淳子
北川 静枝
桑原 ミツエ

高桑 愛子
高桑 基安
中島由美子

古澤 啓子

北 5丁 目4-18
6-11
7-17
3-4
3-4
5-2
6-9

○

　

○

○

○

○

○

○

　

　

○

○

○

○

　

　

○

○

○

○

　

○
５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

石山 恵子
板垣  ミネ
葛西美恵子

木村 郁子
酒井 悦子
坂部 亮子
田中ミサヨ

千葉 豊子
西村千鶴子

樋口 利子
米田千鶴子

和田 一之

北2丁目 13-2
3-9
14 4
13-7
5-22
2-22
2-11
6-16
8-8
13-8
8-16
3 21

○

○

○

○

○

○

○

○

　

○

○

○

　

　

　

○

○

　

○

○

○

○

○

○

○

○

　

○

○

　

○

　

○

○

○

○

51

52
53
54
55

浅田 洋子
川井 咲子
千葉 待子
津久井久美子

松葉恵美子

北6丁目7_29
7-10

6-20
3-9

○

○

○

○ ○

○

○

　

　

○

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

５

５

５

５

６

６

６

６

６

６

６

６

井ロトモ子

岩里 浩子
川畑きみ子

北本 涼子
久保美代子

酒井久美子

自根 信子
高橋  正
高橋 葉子
本間真理子

南出 尚子
渡辺 弘美

北7丁 目9-17
4-16
4-16

3-15
6-12
9-19
И-15

11--1

4-17
10-8
18-6

○

○

　

○

○

○

　

　

○

○

○

○

○

　

○

　

　

○

○

○

○

　

　

　

　

　

○

○

○

　

　

　

　

○

○

　

　

○

17

18

19

20
21

22
23
24
25
26
27

荒生 純子
小野 チエ
川潟  勲
佐々木逸子

菅原 典子
武本 初子
星野 ツル
宮崎 茂雄
宮崎 怜子
和田 哲也
和田 靖子

北3丁目 8-2
4-9
4-7
8-8
5-13
8-1
2-3
7-13
7-13
4-5
4-5

○

　

○

○

○

○

○

　

　

○

○

○

○

　

○

　

　

　

○

○

○

○

○

○

む つ み 会

68
69
70
71

72
73
74
75
76
77
78

岡部 朝子
竹内 恵子
七尾 輝子
板谷 静夫
川潟 悦子
田中 初江
川井 咲子
小山きよ子

井ロトモ子

大島 洋子
藤村 紀子

北 1丁 目 11-9
北2丁目 8-9
6-13

北3丁目 8-4
4-7

北5丁 目 3-6
北6丁 目7-10
4-6

北7丁 目9-17
1-11

6-9

○

○

　

○

○

○

○

○

○

　

○

○

○

　

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

　

○

○

○

○

○

○

○

○

　

○

○

○

○

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

２

２

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

４

４

４

４

阿部 敏子
運籐 幸子
音島 純子
金住 洋子
五反田 敏
五反田洋子

自野 道子
高橋 篤子
高橋美千子

谷内 忠子
寺澤 健一
寺澤 洋子
長坂 栄子
濱田 秀巌
安田 栄子
山本 道代

北4丁 目3-11
7-6
6-17
2-15
6-10
6-10
7-18
7-11
6-18
4-17
3-5
3-5
4-7
3-7
2-5
2-8

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

　

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

　

○

○

○

○

○

○

○ 注 (○ )は重複出展



年 恣 1丁 目 2丁 目 3丁目 4丁 目 5丁目 6丁 目 7丁 目 計 恵み野 対比 恵庭市

61
世帯 14

53

16

51

83

270

11

37

41

155

一
　

一

一
　

一

165

566

1.326

4.619

12.4

12.3

17.114

49.574人 口

62
世帯 69

244
30

97

144

301

14

51

47

178

一
　

一

一
　

一

304

871

1.452

5.048

20.9

17.3

17.757

50,785人 口

つ
０
公
０
世帯 104

361

65

212

101

347

23

83

57

207

一
　

一

一
　

一

350

1.210

1,945

6.655

18.0

18.2

18.423

52.213人 口

６４

元

世帯 122

408
86

281

108

366

39

116

70

243
一
　

一

一
　

一

425

1,054

2.336

7.891

17.4

13.4

19.245

53.962人 口

９
“

世帯 135

441

104

341

105

346

47

139

126

406
一
　

一

一
　

一

517

1,673

2,701

8.986

19.1

18.6

20.145

55.813人 口

3
世帯 143

466

124

398

107

344

62

193

180

594
一
　

一

一
　

一

616

1,895

2.934

9.637

21.0

19,7

21.016

57.443人 口

4
世帯 148

480

139

445
112

356

74

207

196

648
一
　

一

一
　

一

669

2,136

3.096

10.062

21.6

21.2

21.799

58.978人 口

5
世帯 160

510

149

472

113

354
79

232

194

651

12

51

一
　

一

707

2,270

3.240

10.443

21.8

21.7

22.777

60.484人 口

6
世帯 167

522

158

506

115

365

93

270

195

680

51

154

一
　

一

779

2.497

3.433

10.971

22.7

22.8

23.094

61.356人 口

7
世帯 167

524

168

524

115

358

100

290

199

681

67

194

一
　

一

816

2.571 1

3.586

1.074

22.8

23.2

21.379

62.351人 口

8
世帯 171

541

168

523

120

354
107

311

197

669

125

402
一
　

一

888

2,800 1

3.790

1.884

23.4

23.6

24.356

63.275人 口

9
世帯 177

550

176

535

121

362

112

327

195

646

133

388

91

322

1,005

3,130

3.983

12.327

25.2

25.4

24.899

64.011人口

10
世帯 176

543

175

532

122

353

125

339

195

644

145

427
123

436
1,061

3,274

4.113

12.529

25.8

26.1

25.356

64.485人 口

世帯 186

559

176

526

117

341

124

342

190

615

166

470

140

491

1,099

3,344

4.199

12.639

26.2

26.4

25。 719

64.897人口

９

“

世帯 188

557

180

538

118

330

124

341

197

617

167

488

165

568

1,139

3.439

4.276

12.683

26.6

27.1

26.092

65.310人 口

13
世帯 184

548

178

525

123

328

123

326

200

605

182

527

181

633

1,171

3.492

4.355

12.682

26.9

27.5

26.388

65.590人 口

４

　

一　

５

　

一　

６

世帯 185

546

188

538

123

326

124

329

209

616

207

595

202

591

223

758

1,254

3,704

4.497

12.919

27.9

28.7

26.893

66.172人口

世帯 190

538

190

530

129

333

125

325

212

617

234

792

1,287

3,730

4.581

12.919

28.1

28.9

27.378

66.718人 口

世帯 195

539

190

522

131

329

129

338

196

567

213

619

251

843

1,305

3、 757

4.612

12.865

28.3

29.2

27.461

67.191人 口

17
世帯 195

526

192

524

134

330

127

319

181

525

225

625

267

889

1,321

3,738

4.666

12.845

28.3

29。 1

28.205

67.598人 口

資料は恵庭市統計書より抜粋。恵み野は東西南北四町計。対比は恵み野との比率。数値は毎年10月 1日現在
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恵み野北 年 代 別 世 代 と 人 口 の 推 移 単位 世帯 :戸、人口:人 対1ヒ :%
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恵

野

北

町

内

会

昭
６０６２６

恵
み
野
北
町
内
会
創
立
総
会
＝
会
則
等
の
制
定
、

町
連
は
南
、
西
、
北
の
３
町
連
合
体
と
な
る

第
２
回
定
期
総
会
　
１２
／
‐０

北
町
内
会
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
開
催
　
８
／
２．

）

会
員
数
１
５
０
世
帯
　
恵
み
野

１
．
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
恵
み
野
の
開
発
と
北
町
内
会
の
誕
生

私
達
の
住
む
街
、
恵
み
野
の
宅
地
開
発
が
始
め
ら
れ
た
の
は
、
昭
和
４８
年
に
策
定
し
た

「恵
庭
市
総
合
開
発
計
画
」
で
す
。
当
時
の
南
島

松
地
区

（現
在
の
恵
み
野
）
が

「大
規
模
高
級
住
宅
団
地
」
の
候
補
と
な
り
、
さ
ら
に
道
が
策
定
し
た

「道
都
圏
整
備
基
本
計
画
」
が
開
発

の
考
え
の
柱
と
な

っ
た
の
で
す
。

昭
和
５０
年
３
月
２７
日
に
恵
庭
市
、
恵
庭
市
振
興
公
社
と
ク
ラ
レ
不
動
産
（株
）、
西
沢
商
事
（株
）、
（株
）大
林
組
、
鹿
島
建
設
（株
Ｙ
Ｉ
‐
後

に
、

（株
）
竹
中
組
と
変
わ
る
―
―

の
民
間
４
社
と
で
、
当
時
で
は
余
り
例
の
な
い
第
ニ
セ
ク
タ
ー
方
式
の

「恵
庭
新
都
市
開
発
公
社
」
を

設
立
し
、
昭
和
５３
年

「恵
庭
市
住
宅
団
地
基
本
計
画
」
の
策
定
を
受
け
て
、
恵
み
野
の
開
発
に
着
手
し
ま
し
た
。

昭
和
５３
年
、
恵
み
野
の
宅
地
分
譲
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
中
心
に
、
帯
状
に
縦
貫
す
る
約
Ｈ
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
中
央
公
園

を
配
置
し
た
快
適
な
環
境
、
公
共
施
設
、
交
通
機
関
等
の
利
便
性
に
加
え
、
比
較
的
安
い
地
価
が
魅
力
と
な

っ
て
初
回
分
譲
は
即
時
完
売
と

な
る
ほ
ど
の
人
気
で
し
た
。
当
時
見
渡
す
限
り
の
田
園
だ

っ
た
場
所
は
、
１
万
３
千
人
の
市
民
が
暮
ら
す
現
在
の
街
に
変
身
し
た
の
で
す
。

昭
和
５６
年
１０
月
、
恵
み
野
は
２
５
０
戸

・
９
４
２
人
で
し
た
が
、
翌
昭
和
５７
年
１０
月
に
は
戸
数
５
３
２
戸
に
膨
れ
あ
が
り
ま
し
た
。
そ
れ

ま
で
恵
み
野
町
内
会
と
し
て
活
動
し
て
来
ま
し
た
が
、
将
来
の
人
口
の
増
加
と
町
内
会
の
運
営
を
考
え
、
昭
和
５９
年
１
月
に
南
町
内
会
と
西

町
内
会
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
単
独
の
町
内
会
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
２
年
後
の
昭
和
６０
年
１２
月
８
日
の
西
町
内
会
定
期
総
会
に
お
い
て
、
北
町
内
会
の
分
離
案
件
が
承
認
さ
れ
、
翌
々
年
の
昭
和
６２
年
１
月

１
日
に
、
１
５
０
世
帯
の
会
員
に
よ

っ
て
北
町
内
会
が
新
た
に
誕
生
し
ま
た
。

２
．
２０
年
の
歩
み

・
出
来
こ
と

63

20

年

の

恵
み
野
西
町
内
会
定
期
総
会
＝
昭
和
６２
年
中
に
恵
み
野
北
町
内
会
の
分
離
を
承
認
　
１２
／
８

恵
み
野
会
館
開
館
　
２
／
８

恵
み
野
北
町
内
会
分
離
準
備
委
員
会
設
立
。
委
員
長
に
北
川
国
太
郎
さ
ん
を
選
任
　
１０
／
３‐

恵
み
野
西
町
内
会
定
期
総
会
＝
恵
み
野
北
町
内
会
の
分
離
を
議
決
　
１２
／
７

と量
出 革

開発前の恵み野、当時は南島松 (昭和50年 )平成元年の恵み野 (中央から奥が恵み野北)

我

が

家

の

歴

史
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北2丁目の家並み 左から大屋、堀籠、濱田、成田、栗田、竹内、中野、林、中村、田中、菅原さん (昭和63年 )

昭
６４
平
元

平

２

平
３

平

４

し

恵
み
野
東
町
内
会
が
発
足
し
、

昭
和
天
皇
崩
御

（１
／
７
）
、

第
３
回
定
期
総
会
　
１
／
１７

恵
み
野
町
内
会
連
合
会
は
、
４
町
連
合
体
と
な
る
　
１
／
１

年
号
が
平
成
と
な
る

（１
／
８
）

消
費
税
３
％
の
課
税
が
始
ま
る
　
４
／
１

恵
庭
Ｒ
Ｂ
Ｐ
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
竣
工
　
４
／
１

恵
庭
市
立
恵
み
野
中
学
校
開
校
　
４
／
６

第
４
回
恵
み
野
桜
の
会
植
樹
会
開
催
参
加
　
恵
み
野
中
央
公
園
　
５
／
２．

北
町
内
会
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
開
催
　
９
／
‐５

恵
み
野
警
察
官
派
出
所
開
所
　
１０
／
２６

恵
庭
市
長
選
挙
　
浜
垣
実
市
長
４
選
目
　
Ｈ
／
１９

第
４
回
定
期
総
会
　
１
／
２８

恵
み
野
桜
ま
つ
り
参
加
　
多
目
的
広
場
　
５
／
‐３

第
５
回
恵
み
野
桜
の
会
植
樹
会
　
恵
み
野
中
央
公
園
５６
名
参
加
　
１０
／
２７

北
町
内
会
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
　
２
０
０
名
参
加
　
９
／
１５

郷
土
資
料
館
開
館
　
Ｈ
／
８

第
５
回
定
期
総
会
＝
役
員
選
考
、
役
員
手
当
、
表
彰
等
諸
規
定
を
改
正
、
一屋
用
促
進
住
宅
恵

み
野
北
宿
舎
２
棟
加
入
　
１
／
２７

北
２
丁
目
地
先
で
要
請
し
て
い
た
恵
み
野
憩
の
家
横
の
踏
分
け
道
を
、
恵
庭
市
が
歩
道
と
し

て
認
可
、
供
用
開
始
　
３
／
３‐

恵
み
野
憩
の
家
　
竣
工
　
４
／
２６

恵
庭
市
立
恵
み
野
旭
小
学
校
開
校
　
５
／
２５

臨
時
総
会
＝
北
町
内
会
会
則
の

一
部
改
正
　
６
／
２３

恵
み
野
北
会
館
竣
工
　
８
／
２８

第
６
回
定
期
総
会
＝
町
内
会
会
則
、
役
員
選
考
規
定
の

一
部
改
正
、
一屋
用
促
進
住
宅
恵
み
野

北
宿
舎
１
棟
加
入
　
１
／
１２

道
央
自
動
車
道
で
吹
雪
に
よ
り
、
自
動
車
１
６
０
台
の
玉
突
事
故
発
生
　
３
／
８

市
交
通
安
全
推
進
委
員
会
会
長
よ
り
当
町
内
会
に
感
謝
状
贈
呈
　
４
／
４

緑
化
推
進
奉
仕
活
動
の
功
績
に
よ
り
、
市
長
か
ら
北
町
内
会

へ
感
謝
状
贈
呈
　
４
／
２７

会
館
周
辺
、
お
お
ぞ
ら
公
園
に
植
樹
　
本
数
３５
本
　
５
／
‐７

市
立
図
書
館
開
館
　
６
／
３０

第
１
回
親
睦
懇
親
会

約
４
０
０
名
参
加

９
／
６

し
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平
４

平
５

平

６

平

７

平

８

高
齢
者
と
の
意
見
交
流
会

恵
み
野
憩
の
家

町
内
高
齢
者
３９
名
、
役
員
９
名
出
席
　
１０
／
２４

・
第
７
回
定
期
総
会
＝
会
則
、
役
員
選
考
規
定
の

一
部
改
正

１
／
１７

・
恵
庭
市
人
口

６
万
人
到
達

６
／
１４

・
北
海
道
南
西
沖
地
震
発
生

Ｍ
７
．８

死
者
、
行
方
不
明
者
２
０
０
名

７
／
２４

・
第
２
回
親
睦
懇
親
会

５
４
３
名
参
加

８
／
２９

。
一
部
の
愛
好
者
で
囲
碁
、
将
棋
教
室
を
北
会
館
内
に
開
設

９
／
‐３

・
恵
庭
バ
イ
パ
ス
恵
み
野
跨
線
橋
開
通

１０
／

・
恵
庭
市
長
選
挙

合
原
由
作
市
長
誕
生
　
Ｈ
／
２．

・
北
６
丁
目
新
設
に
伴
う
住
民
説
明
会
を
開
催

１２
／
５

・
第
８
回
定
期
総
会
＝
役
員
手
当

一
部
改
正
。
囲
碁
、
将
棋
教
室
を
厚
生
文
化
事
業
に

１
／
１６

・
恵
庭
市
が
資
源
回
収
奨
励
事
業
を
制
定
。
北
町
内
会
で
は
新
聞
、
雑
誌
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
ビ

ン
、
缶
の
回
収
を
、
三
光
総
業

（札
幌
市
）

へ
委
託
。
毎
月
１９
日
を
回
収
日
と
す
る

４
／
１

・
危
険
な
通
学
路
と
し
て
、
町
内
会
が
要
請
し
て
い
た
ス
パ
ー
恵
み
野
北
店
前
の
交
差
点
に
、

押
し
ボ
タ
ン
式
信
号
機
が
新
設
さ
れ
、
供
用
開
始
　
５
／

・
第
３
回
親
睦
懇
親
会

６
３
０
名
参
加

８
／
２９

☆
前
年
の
大
冷
害
に
よ
り
、
恵
庭
市
内
で
も
米
不
足
が
深
刻
化

・
第
９
回
定
期
総
会

１
／
１６

・
阪
神
・淡
路
大
地
震
発
生

死
者
５
．０
５
１
人

１
／
１７

・
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
発
生

死
者
１２
名
、
サ
リ
ン
中
毒
症
者
５
５
０
０
名
以
上

３
／
２０

。
住
民
自
治
組
織
活
動
推
進
の
功
績
で
、
恵
庭
市
長
よ
り
北
町
内
会

へ
表
彰
状
贈
呈

６
／
６

・
第
４
回
親
睦
懇
親
会

約
７
３
０
名
参
加

８
／
２７

・
恵
庭
市
保
健
セ
ン
タ
ー
竣
工

９
／
４

・
半
透
明
の
指
定
ゴ
ミ
袋
に
よ
る
ゴ
ミ
収
集
開
始
に
よ
り
、
従
来
の
黒
い
ゴ
ミ
袋
が
使
用
禁
止

と
な
る
　
１０
／
１

・
町
内
会
だ
よ
り
　
第
１
号
発
行

全
戸
配
布

（厚
生
文
化
部
）

１１
／

・
第
１０
回
定
期
総
会
＝
郵
政
の
簡
易
保
険
を
、
町
内
会
単
位
の
団
体
保
険
扱
い
と
し
、
払
込
団

体
運
営
要
領
他
制
定

１
／
１４

・
広
報
紙
　
絆
　
第
１
号
発
行
、
年
４
回
発
行
し
全
戸
配
布
（編
集

特
別
編
集
委
員
会
）
２
／
１

恵み野会館 (恵み野北 2丁目2)高齢者の集う、恵み野憩の家 (北 2丁目)

革
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晩秋の冒険公園 (北 4丁目1) 町内会活動の拠点 恵み野北会館 (北 5丁目8-3)

平
８

平

９

平
１０

恵
庭
消
費
者
協
会
設
立

４
／
１

第
５
回
親
睦
一懇
親
会

８
５
４
名
参
加
　
８
／
１８

恵
庭
市
の
鳥
に
　
カ
ワ
セ
ミ
　
制
定

９
／
２４

町
内
会
だ
よ
り
特
集
号
発
行

１１
／
１

北
６
・７
丁
目
の

一
部
区
割
変
更
及
び
新
設
に
伴
う
住
民
説
明
会
開
催

１２
／
１

恵
庭
恵
み
野
中
郵
便
局
　
中
島
松
よ
り
移
転
開
局

１２
／
９

第
Ｈ
回
定
期
総
会
＝
簡
保
関
係
要
領
の

一
部
改
正

１
／
１２

複
写
機
、
輪
転
機
を
導
入
。
旭
小
学
校

へ
の
依
頼
印
刷
を
会
館
印
刷
に
切
り
換
え
る

３
／
１４

消
費
税
が
、
３
％
か
ら
５
％
に
値
上
げ

４
／
１

旭
小
学
校
新
入
学
児
童

へ
入
学
祝
品
贈
呈

４５
名
（厚
生
文
化
部
）
４
／
７

以
後
毎
年
継
続

平
成
９
年
北
町
内
会
高
齢
者
名
簿
作
成

６
／
２３

野
生
化
し
た
ア
ラ
イ
グ
マ
を
、
恵
庭
市
が
捕
獲
（道
内
初
）

６
／
６

・恵
庭
市
開
基
百
年
　
記
念
式
典

７
／
‐５

第
６
回
親
睦
懇
親
会

７
３
６
名
参
加

恵
庭
市
の
ふ
れ
あ
い
型
会
食
会
に
よ
り
、

四
役
）

９
／
７
、
以
後
毎
年
継
続
実
施

恵
庭
市
長
選
　
黒
氏
博
美
市
長
誕
生
　
Ｈ
／
１６

そ
ば
ブ
ー
ム
を
受
け
て
、
手
打
ち
そ
ば
教
室
を
開
催

２４
名
参
加

（婦
人
部
）

１２
／
６

第
１２
回
定
期
総
会
＝
決
算
期
を
暦
年
か
ら
会
計
年
度
に
、
厚
生
文
化
部
を
厚
生
福
祉
部
に
変

更
。
役
員
選
考
委
員
会
、
役
員
手
当
、
弔
慰
金
、
表
彰
、
会
館
管
理
諸
規
定
、
同
使
用
細
則

を
全
面
改
正
、
簡
保
関
係
要
領
等
の

一
部
改
正
　
１
／
Ｈ

恵
庭
市
こ
ど
も
か
る
た
大
会
出
場

（青
少
年
育
成
部
）

２
／
１

広
報
紙
絆
の
編
集
を
厚
生
福
祉
部

へ
移
管
し
第
８
号
発
行
、
全
戸
配
布

２
／
１５

雪
中
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

冒
険
公
園

１
２
０
名
参
加

（青
少
年
育
成
部
）

３
／
４

居
住
者
名
簿
更
新
　
３
／
８

北
の
厚
福
だ
よ
り
　
創
刊
号
発
行

年
８
回
発
行
し
全
戸
配
布
（厚
生
福
祉
部
編
集
）
３
／
‐５

恵
望
園
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動

（婦
人
部
）

３
／
１７
ｏ
　
年
間
３
．６
．９
．‐２
月
の
４
回
実
施

手
芸
教
室

２０
名
参
加

（婦
人
部
）

３
／
２５

総
務
部
だ
よ
り
創
刊
号
発
行
、
年
４
回
発
行
し
全
戸
配
布

（総
務
部
編
集
）

４
／
５

北
会
館
駐
車
場
周
辺
に
、
市
の
本
イ
チ
イ
を
植
樹

（役
員
他
会
員
４
名
）

５
／
‐０

新
入
学
児
童
交
通
安
全
街
頭
指
導
　
北
ス
パ
ー
店
前
交
差
点

（防
犯
防
火
部
、
各
区
長

５
／
５
～
‐０
。　
　
他
７
月
、
９
月
、
Ｈ
月
の
年
間
４
回
　
延
２０
日
間
指
導

８
／
１７

敬
老
祝
品
を
贈
呈

対
象
者
１６
名

（厚
生
福
祉
部
、
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平
Ｈ

平
１０

秋の昼下がり おおぞら公園 (北 1丁目4) 北海道ハイテクノロジー専門学校 (北 2丁目 12)

全
道

一
斉
の
セ
ー
フ
テ
イ
コ
ー
ル
参
加

国
道
３６
号
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
エ
場
前
、

３
回
実
施

（防
犯
防
火
部
）
５
／
６

春
の
町
内

一
斉
清
掃

６７
名
参
加

（環
境
衛
生
部
）
５
／
‐０
。
春
、
秋

（９
月
）

介
護
保
険
制
度
説
明
会
開
催

説
明
者

恵
庭
市
池
田
俊
博
対
策
室
長

２７
名
参
加

祉
部
）

６
／
２

手
芸
教
室

（婦
人
部
）

６
／
２４

北
４
丁
目
、
６
丁
目
分
区
に
伴
う
区
長
班
長
会
議
を
経
て
、
分
区
実
施

７
／
１

研
修
旅
行

富
良
野
方
面

へ

（婦
人
部
）

７
／
２８

第
７
回
親
睦
懇
親
会

約
６
０
０
名
参
加
　
８
／
９

第
１
回
北
町
内
会
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
　
初
開
催
　
恵
み
野
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

２８
名
参
加

（体
育
部
）

１０
／
Ｈ

北
洋
銀
行
恵
み
野
出
張
所
開
業

１１
／
１３

小
地
域
支
え
あ
い
運
動
検
討
委
員
会
発
足
。
以
後
１
月
１３
日
ま
で
５
回
開
催

１０
／
１４

北
町
内
会
囲
碁
大
会

１４
名
参
加

（厚
生
福
祉
部
）

Ｈ
／
１５
ｏ
以
後
毎
年
１
回
開
催

独
居
高
齢
者
声
掛
け
訪
問

対
象
者
１２
名

（婦
人
部
、
厚
生
福
祉
両
部
）

１２
／
５
～
‐０

望
　
年
　
△本

３７
名
参
加

（婦
人
部
）

１２
／
‐４
ｏ
以
後
毎
年
継
続

ク
リ
ス
マ
ス
会

旭
小
体
育
館
で
東
町
内
会
と
共
同
開
催

１
３
０
名
参
加

（青
少
年
育
成

部
）

１
／
２０

恵
庭
市
こ
ど
も
か
る
た
大
会
に
出
場
し
優
勝
。
後
日
全
道
大
会

へ
出
場

（青
少
年
育
成
部
）

‐
／
３‐

恵
庭
市
衛
生
団
体
連
合
会
長
が
、
永
年
町
内
清
掃
活
動
を
さ
れ
た
藤
田
ミ
ツ
さ
ん

（北
３
丁

目
）
を
表
彰

３
／
２０

恵
み
野
会
館
か
ら
、
恵
庭
市
恵
み
野
出
張
所
が
Ｒ
Ｂ
Ｐ
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
ヘ
移
転
開
所

３
／
２９

第
１３
回
通
常
総
会

４
／
Ｈ

カ
リ
ン
バ
３
遺
跡

（現
国
指
定
カ
リ
ン
バ
遺
跡
）
の
発
掘
が
始
ま
る

５
／
・０

小
地
域
支
え
あ
い
を
推
進
す
る
た
め
、
ネ
ッ
ト
ヮ
ー
ク
夢
を
設
立
、
総
会
開
催

（会
員
３５

名
）
　

６
／
６

団
地
中
央
通
植
樹
マ
ス
を
花
壇
化
、
恵
み
野
北
緑
地
植
樹

（役
員
、
各
区
、
班
長
、
会
員
有

志
約
８０
名
参
加
）

６
／
１３

第
８
回
親
睦
懇
親
会
　
約
８
０
０
名
参
加

（内
独
居
高
齢
者
３
名
招
待
）
　

７
／
‐８ 春

夏
秋
の

の
２
回
実
施

（厚
生
福
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団地中央通 (北 1丁目方向) 恵み野会館前フラワー□一 ド

平

Ｈ
平
１２

し

恵
み
野
納
涼
盆
踊
り
開
催

（恵
み
野
町
連
）
延
５
０
０
名
参
加

８
／
１４
～
‐５
ｏ
　
以
後
毎

年
継
続
実
施

第
２
回
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

（体
育
部
）

９
／
２６

健
康
教
室
　
介
護
の
初
歩
と
実
技
の
講
習

３６
名
参
加

（ネ

ッ
ト
ヮ
ー
ク
夢
）

１０
／
４

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
説
明
会
開
催
、
説
明
は
恵
庭
市
リ
サ
イ
ク
ル
担
当
主
査

豊
島
和
正
さ

ん

２３
名
出
席

１０
／
１６

臨
時
総
会
＝
会
則
、
規
則

一
部
改
正
　
１０
／
３０

秋
の
叙
勲

北
２
丁
目

高
橋
鉄
造
さ
ん

海
上
保
安
功
労
で
勲
六
等
瑞
宝
章
受
賞

１１
／
３

慶
老
ふ
れ
あ
い
そ
ば
会
食
　
２
回
、
延
７‐
名
参
加

（ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
夢
）
　

１１
／
１７
・２．

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
同
好
会
結
成
　
△ム
員
３０
名
　
１２
／
‐３

歳
末
ふ
れ
あ
い
で
、
声
掛
け
が
て
ら
健
康
タ
オ
ル
贈
呈
　
対
象
者
１
７
０
名

（ネ

ッ
ト
ヮ
ー

ク
夢
）
　

１２
下
旬

介
護
保
険
法
施
行
　
４
／
１

恵
庭
市
で
資
源
物
の
分
別
収
集
が
始
ま
る
　
４
／
１

新
入
学
児
童

へ
祝
品
を
贈
呈
　
対
象
者
４５
名

（厚
生
福
祉
部
、
各
区
長
）
　

４
／
６

第
１４
回
定
期
総
会
　
４
／
９

親
睦
懇
親
会
の
実
行
委
員
会
を
組
織
し
て
企
画
実
行
す
る
こ
と
と
し
、
実
行
委
員
会
を．
２
回

開
催
　
６
／
４

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室
　
庭
造
り
か
ら
寄
せ
植
え
ま
で
　
講
師
千
葉
待
子
さ
ん
、
７３
名
参
加

（婦
人
部
）
　

６
／
８

介
護
教
室
　
介
護
実
技
の
体
験
恵
み
野
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
３
名
参
加

（ネ

ッ
ト
ヮ
ー
ク
夢
）

６
／
１０

コ
ス
モ
ス
種
子
播
種
　
中
央
環
状
線
通
１
～
２
丁
日
間
　
１５
名
参
加

（環
境
衛
生
部
）
６
／
Ｈ

Ｒ
Ｂ
Ｐ
か
ら
示
さ
れ
て
い
た
北
６

・
７
丁
目
街
路
灯
１５
基
の
設
置
計
画
を
、
８
基
に
す
る
よ

う
答
申
　
６
／
２９

北
会
館
窓
拭
き
清
掃

（北
む
つ
み
会
奉
仕
２。
名
）
　

７
／
‐５
ｏ
以
後
毎
年
継
続
実
施

第
９
回
親
睦
懇
親
会
　
９
３
７
名
参
加

（内
独
居
高
齢
者
３
名
招
待
）
　

７
／
２０

恵
み
野
夏
祭
り
の
恵
庭
す
ず
ら
ん
踊
り
に
参
加

（恵
み
野
町
連
）

８
／
６
。

以
後
毎
年
参
加

町
内
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
　
９
／
１６

健
康
教
室

負
け
て
た
ま
る
か
生
活
習
慣
病

講
師

土
谷
医
師

↑
不
ツ
ト
ワ
ー
ク
夢
）
９
／
‐７

国
勢
調
査
実
施

（町
内
調
査
員
２。
名
）
　

９
／
２３
～
・０
／
７

市
民
植
樹
祭
参
加
　
１０
／
２２
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平
１２

平
１３

恵庭RBPセンタービル (奥は北3.4.5丁目)

秋
の
叙
勲

北
２
丁
目
木
戸
末
次
さ
ん

防
衛
業
務
功
労
勲
七
等
青
色
桐
葉
章
受
賞
　
Ｈ
／
３

恵
庭
市
制
３。
周
年
　
１１
／
１

慶
老
ふ
れ
あ
い
そ
ば
会
食
　
２
回
延
８０
名
参
加

（ネ
ッ
ト
ヮ
ー
ク
夢
）
　

１１
／
１２
・２２

手
作
リ
パ
ン
教
室

（婦
人
部
）
　

Ｈ
／
２４

た
の
し
い
忘
年
会

（婦
人
部
）
　

１２
／
‐４

こ
ど
も
ク
リ
ス
マ
ス
会
　
旭
小
体
育
館
で
餅
つ
き
他
　
１
４
１
名
参
加

（青
少
年
育
成
部
、

ネ
ッ
ト
ヮ
ー
ク
夢
、
北
む
つ
み
会
が
共
催
）
　

１２
／
・４

女
性
の
つ
ど
い
　
子
育
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

（婦
人
部
）
　

１２
／
・６

子
供
ク
リ
ス
マ
ス
会
　
旭
小
体
育
館
で
東
町
内
会
と
共
催
　
約
１
６
０
名
参
加

（青
少
年
育

成
部
）
１２
／
２２

臨
時
総
会
＝
恵
み
野
町
内
会
連
合
会
を
北
東
、
南
西
の
三
分
割
に
つ
い
て
　
１
／
８

痴
果
を
支
え
る
セ
ミ
ナ
ー
　
講
演
、
報
告
に
９
名
参
加

（ネ
ッ
ト
ヮ
ー
ク
夢
）
　

３
／
９

第
１５
回
定
期
総
会
＝
会
則
、
役
員
選
考
委
員
会
規
定
の

一
部
改
正
、
総
務
部
だ
よ
り
、
北
の

障輛献一渕授
（廃脚比菫脚一鰤崎コ掏諜ル碑一姉割脚獅熟嚇錫部４へん１‐管ゴ陶杉闊火

青
少
年
育
成
部
長
金
子
峰
雄
さ
ん
を
、
恵
み
野
旭
小
学
校
の
学
校
評
議
員
に
推
薦
　
４
／
２８

春
の
叙
勲
　
北
２
丁
目
中
野
豊
さ
ん
　
警
察
功
労
に
よ
り
勲
六
等
瑞
宝
章
受
賞
　
４
／
２９

小
出
谷
武
さ
ム
リ
犯
交
通
部
長
下
防
犯
永
年
勤
続
表
彰
を
受
賞
　
５
／
８

研
修
旅
行
　
由
仁
ガ
ー
デ
ン
　
見
学
と
押
し
花
・ポ
プ
リ
制
作
　
４４
名
参
加

（婦
人
部
）

７
／
‐２

第
１０
回
親
睦
懇
親
会
　
９
７
７
名
参
加
　
７
／
２２

こ
ど
も
夏
休
み
レ
ク
　
旭
小
体
育
館
で
東
町
内
会
と
共
催
　
約
２
０
０
名
参
加

（青
少
年
育

成
部
）
　

７
／
２７

第
１
回
北
町
内
会
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
　
３２
名
参
加

（体
育
部
）
　

８
／
２５
ｏ

以
後
９
月
と
年
２
回
開
催

ふ
れ
あ
い
会
食
会
　
恵
み
野
憩
の
家
　
９。
名
参
加

（ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
夢
）

９
／
２

恵
み
野
駅
を
快
速
電
車
停
車
駅
に
す
る
よ
う
、
恵
庭
市

へ
要
請

（恵
み
野
町
連
）
　

１１
／
１９

歳
末
ふ
れ
あ
い
行
事
　
７。
歳
以
上
の
家
庭
訪
問
　
贈
り
物
手
渡
し

（ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
夢
）

‐２
／
‐７
～
２３

こ
ど
も
ク
リ
ス
マ
ス
会
　
旭
小
体
育
館
で
東
町
内
会
と
共
催
　
１
６
０
名
参
加

（青
少
年
育

成
部
）
　

１２
／
２２

部
を
防
犯
交
通
部

に
改
称
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中央公園の池で暮らすカルガモー家 日本庭園と野外音楽堂を結ぶアンダーパス

平
１４

平
１５
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平
１５

平
１６

ふ
れ
あ
い
会
食
会
　
恵
み
野
憩
の
家

（ネ
ッ
ト
ヮ
ー
ク
夢
）
　

９
／
２．

健
康
学
習
会
　
心
の
健
康
に
つ
い
て
１３
名
参
加

（ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
夢
）
　

１０
／
１５

第
２
回
　
作
品
展
　
出
展
者
４０
名
　
作
品
８８
点

（女
性
部
、
厚
生
福
祉
部
）
　

１０
／
１７
～
‐８

秋
の
叙
勲

北
１
丁
目
大
宮
武
雄
さ
ん

防
衛
業
務
功
労
に
よ
り
瑞
宝
単
光
章
受
賞
　
Ｈ
／
３

政
府
は
自
衛
隊
イ
ラ
ク
派
遣
基
本
計
画
を
閣
議
決
定
　
１２
／
９

第
１８
回
通
常
総
会
　
１２
／
‐４

こ
ど
も
ク
リ
ス
マ
ス
お
楽
し
み
会
　
旭
小
体
育
館
で
東
町
内
会
と
共
催

（青
少
年
育
成
部
）

・２
／
２０

Ｊ
Ｒ
恵
み
野
駅
改
札
日
、
ホ
ー
ム
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
完
成
運
転
開
始
　
３
／
１

北
会
館
外
階
段
に
車
椅
子
専
用
ス
ロ
ー
プ
設
置
　
５
／
３‐

健
康
教
室

（ネ
ッ
ト
ヮ
ー
ク
夢
）

６
／
２３

第
１３
回
親
睦
懇
親
会
　
約
８
５
０
名
参
加
　
７
／
‐９

夏
休
み
こ
ど
も
ラ
ジ
オ
体
操
会
　
旭
小
グ
ラ
ン
ド
で
東
町
内
会
と
共
催

（青
少
年
育
成
部
）

７
／
２９
～
８
／
２

自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
わ
ん
。
ラ
ン
ク
ラ
ブ
発
足

代
表
小
出
谷
武
さ
ん
、
本ム
員
２２
名
　
７
／
２７

健
康
教
室

（ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
夢
）
８
／
４

ふ
れ
あ
い
会
食
会
　
恵
み
野
憩
の
家

（ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
夢
）
　

９
／
Ｈ

研
修
旅
行
　
余
市
町
　
山
本
観
光
農
園
、
小
樽
運
河
　
６７
名
参
加

（女
性
部
）
　

１０
／
１

国
交
省
主
催
　
０４
年
度
都
市
景
観
大
賞
美
し
い
ま
ち
な
み
で
、
恵
み
野
地
区
が
グ
ラ
ン
プ
リ

を
獲
得
し
、
恵
庭
市
が
受
賞
　
１０
／
４

第
３
回

作
品
展

出
展
者
４０
名

作
品
数
９８
点

（厚
生
福
祉
部
、
女
性
部
）
　

１０
／
１６
～
‐７

こ
ど
も
秋
の
レ
ク
　
旭
小
グ
ラ
ン
ド
で
東
町
内
会
と
共
催
　
１
６
１
名
参
加

（青
少
年
育
成

部
）
　

１０
／
１７

秋
の
叙
勲
　
北
１
丁
目
相
本
紘
昭
さ
ん
　
危
険
業
務
従
事
功
労
に
よ
り
勲
６
等
瑞
宝
単
光
章

受
賞
　
Ｈ
／
３

町
内
会
活
動
に
つ
い
て
懇
談

（北
６
丁
目
３
区
区
長
、
班
長
、
町
内
会
長
、
総
務
部
長
）

Ｈ
／
‐３

北
町
内
会
２０
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
会
発
足
　

・
委
員
長
　
田
中
清

一
・
副
委
員
長
　
渡
邊

三
好
、
菅
田
三
津

・
会
計
　
岡
部
朝
子

・
委
員
　
斉
藤
弘
、
斉
藤
律
子
、
平
井
京
子
、
米
田

鉄
男
さ
ん
　
Ｈ
／
１４

第
１９
回
定
期
総
会
　
１２
／
‐９

秋深まる恵み野中央公園 日本庭園恵庭恵み野中郵便局 (西 5丁目1)

我

が

家

の

歴

史
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平
１７

し

し /

子
供
か
る
た
大
会
に
２５
名
出
場
　
島
松
公
民
館

（青
少
年
育
成
部
）
　

１
／
３０

愛
知
万
国
博
覧
会

（愛
地
球
博
）
開
幕
　
３
／
２５

地
震
対
策
実
施
計
画
の
検
討
開
始

（総
務
部
）

３
／
２６

Ｊ
Ｒ
宝
塚
線
の
快
速
電
車
脱
線
事
故
で
死
者
１
０
９
名
、
負
傷
者
５
５
５
名
発
生
　
４
／
２５

ラ
ブ
フ
ル
ー
ト
演
奏
会
開
催
　
１８
名
出
席

（女
性
部
）
　

５
／
・５

知
床
が
世
界
自
然
遺
産
に
　
７
／
・４

富
良
野
方
面

へ
研
修
旅
行
　
４９
名
参
加

（女
性
部
）
　

７
／
‐３

第
１４
回
親
睦
懇
親
会
開
催
　
９
５
０
名
参
加
　
７
／
２４

旭
小
グ
ラ
ン
ド
で
、
夏
休
み
ラ
ジ
オ
体
操
開
始
　
期
間
中
延
３
．５
０
０
名
参
加

（青
少
年
育

成
部
）
　

７
／
２８
～
８
／
６

恵
庭
市
全
域
の
夜
間
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
に
参
加

（防
犯
交
通
部
）
７
／
２８
ｏ
他
２
回
実
施

支
笏
湖
周
辺
で
開
催
さ
れ
た

一
日
ふ
る
さ
と
探
検
―
恵
み
野
町
連
主
催
―

に
４０
名
が
参
加

（青
少
年
育
成
部
）
　

８
／
Ｈ

衆
議
院
解
散
選
挙
で
、
小
泉
自
民
党
が
過
半
数
を
上
回
る
２
９
６
議
席
を
獲
得
　
９
／
Ｈ

郵
政
民
営
化
法
案
成
立
　
１０
／
１４

恵
み
野
中
央
公
園
に
桜
を
植
樹
、
四
役
８
名
参
加
　
９
／
２．

第
４
回
　
作
品
展
　
出
展
４‐
名
　
作
品
１
２
８
点
１
１
７
名
が
来
館
鑑
賞

（厚
生
福
祉
部
、

女
性
部
）
　

１０
／
１５
～
・６

地
震
対
策
基
幹
要
員
に
対
す
る
対
策
実
施
計
画
の
説
明
会
開
催
　
３８
名
出
席
　
１０
／
２９

恵
庭
市
国
際
交
流
会
に
参
加

（女
性
部
）
　

１０
／
２９

恵
庭
市
長
選
挙
　
中
島
興
世
市
長
当
選
　
１１
／
１３

マ
ン
シ
ョ
ン
や
ホ
テ
ル
の
耐
震
強
度
偽
装
が
発
覚
　
Ｈ
／
１７

第
２０
回
定
期
総
会
＝
会
則
の

一
部
変
更
、
地
震
対
策
実
施
計
画
承
認
他
　
１２
／
・８

日
本
の
人
口
　
初
の
自
然
減
　
１２
／
２２

見事な秋の庭先 (北 2丁目3平緒さん)RBPへ移転した恵庭市恵み野支所



53恵み野北町内会20周年記念誌

創
立
二
十
周
年
記
念
事
業
と
実
行
委
員

恵
み
野
北
町
内
会
で
は
、
平
成
八
年
の
創
立
十
周
年
記
念
事
業
の
実
施
を

見
送

っ
た
こ
と
か
ら
、
二
十
周
年

に
は
、
ど
う
に
か
し
て
式
典
や
祝
賀
会
、

記
念
誌
を
発
行
し
て
会
の
歩
み
を
記
録
に
残
し
て
成
長
を
祝
う
と
と
も
に
、

さ
ら
な
る
発
展
を
誓
う
記
念
の
年
に
し
よ
う
と
、
平
成
十

一
年
度
よ
り
毎
年

特
別
会
計
に
積
立
金
を
繰
り
入
れ
て
準
備
す
る
と
と
も
に
平
成
十
四
年
度
の

定
期
総
会
で
、
二
十
周
年
と
な
る
平
成
十
八
年
に
記
念
事
業
を
行
う
こ
と
を

正
式
に
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
十
六
年
十

一
月
、
町
内
会
四
役
と
各
専
門
部
、
さ
ら
に
、

会
員
推
薦
に
よ
る
記
念
誌
編
集
委
員
八
名
を
含
め
た
総
数
三
十
三
名
に
よ
る

実
行
委
員
を
選
任
し
、
平
成
十
八
年
四
月
九
日

日
曜
日
、
恵
み
野
会
館
に

て
記
念
式
典
と
　
視
賀
会

開
催
を
設
定
し
て
具
体
的
作
業
に
入
り
ま
し
た
。

基
本
計
画
に
基
づ
く
役
割
分
担
の
後
は
、
毎
月
の
定
例
四
役
会
議
を
ベ
ー

ス
に
業
務
の
進
み
具
合
や
経
過
を
報
告
し
て
確
認
し
合

い
、
未
決
の
事
項
は

慎
重
に
討
議
を
重
ね
な
が
ら
関
係
の
皆
様
の
暖
か
い
ご
理
解
ご
協
力
に
よ
り

予
定
の
日
程
ど
お
り
の
運
び
が
出
来
ま
し
た
。

一
方
、
記
念
誌
編
集
委
員
は
全
員
不
馴
れ
な
作
業
に
戸
惑

い
の
連
続
で
し

た
が
、

「み
ん
な
で
創
る
　
思
い
出
深
く
見
や
す

い
　
子
供
に
も
分
か
り
易

い
記
念
誌
」
と
い
う
基
本
理
念
に
添
え
る
よ
う
、
や
や
乏
し
い
資
料
な
が
ら

手
分
け
し
て
取
材
に
か
け
回
り
、
延
べ
十
回
の
委
員
会
を
重
ね
て
よ
う
や
く

初
稿
の
完
成
に
こ
ぎ

つ
け
ま
し
た
。

そ
し
て
、
〓
一月
二
十
五
日
、
記
念
誌
製
本
完
成
の
確
認
を
行

い
、
そ
の
後
実
行

委
員
会
を
経
て
四
月
九
日
、
来
賓
始
め
町
内
会
会
員
有
志
の
ご
参
加
も
頂
き
な

が
ら
創
立
二
十
周
年
の
感
激
を
と
も
に
享
受
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　ヽ
し

み
な
さ
ま
、
こ
れ
か
ら
十
年
後
、
創
立
三
十
年
目
、

恵
み
野
は
…
　
恵
庭
は
…
　
そ
し
て
あ
な
た
は
…

「夢
」
を
ど
う
ぞ
お
書
き
下
さ
い
。

時
　
平
成
十
八
年
四
月
九
日

日
曜
日

午
前
十

一
時
よ
り

所
　
恵
み
野
会
館

集
会
室

・活
動
室

恵
み
野
北
ニ
ー
十
二
上

一

典
　
来
賓
。中
島
恵
庭
市
長
・北
町
内
会
歴
代
会
長
ほ
か

△ム
　
ゲ
ス
ト
　
す
ず
ら
ん

ハ
ー
モ
ニ
カ
ト
リ
オ

北
む

つ
み
会
フ
ラ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

記
念
誌
発
刊
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堂 広 小 高 川 熊 広 鈴 古 大 荒

山 瀬 形 田 上 谷 橋 本 澤 木

京 恵 朋 幸 季 洋 幸 隆 正  拓
美

子 子 子 子 里 子 枝 秀 男 修 志

高 三 渡 長

橋 上 邊 屋

武 勝 三 幸

夫 郎 好 成

堀 一 山 小 斉 有 木 小

ノ      出

瀬 中 林 藤 沢 戸 谷

悠  克  伸 末

昭 之 進 己 弘 幸 次 武

町
　
内

　
△一
　
△言
　

長

実

行

委

員

長

式

典

運

営

委

員

長

祝

賀

会

運

営

委

員

長

総
務

■
一
場
運
営
委
員
長

総
務
人
バ
場
運
営
副
委
員
長

総

務

■
ム
場

運

営

委

員

実

行

委

員

し

し

経

費

運

用

委

員

副

委

員

会

場

準

備

委

員 長 長

松 川

岡 潟

泰

子 勲
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↑斉斉 菅田
子 藤 藤  田 中

律   三 清

子 弘  津 一

編

集

後

記

創
立
二
〇
周
年
記
念
誌
の
編
集
委
員
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
が
、
五
里
夢
中
で
歩

ん
で
参
り
ま
し
た
。

幸

い
責
任
感
の
強

い
熱
心
な
委
員
が
揃

い
、
回
を
重
ね
る
内
に
お
互
い
気
心
も
通

じ
、
な
ご
や
か
な
話
し
合
い
の
中
、
順
調
に
進
行
し
て
参
り
ま
し
た
。

こ
の
間
終
始
、
二
〇
年
間
の
歩
み
を
如
何
に
わ
か
り
易
く
、
何
時
ま
で
も
会
員
各

位
の
身
近
な
も
の
と
し
て
、
後
世

へ
の
架
け
橋

に
な
る
こ
と
を
願

い
つ
つ
編
集
に
当

た

っ
て
参
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め

「き
ず
な
」
を
通
し
、　
一
人
で
も
多
く
の
方
々
の
ご
意
見
や
投
稿
を
期

待
し
ま
し
た
が
、
結
果
は
必
ず
し
も
思
う
よ
う
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
う
し
た
中
貴
重
な
原
稿
や
写
真
等
を
お
願

い
し
ま
し
た
方
々
に
は
、
快
く
お
引

受
け
頂
き
心
よ
り
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。
尚
こ
の
記
念
誌

の
特
色

と
し
て
会
員
の
歴
史
の
各

一
頁
と
し
て
も
活
用
下
さ
る
こ
と
を
願

っ
て
編
集

い
た
し

ま
し
た
。
こ
の
た
め
紙
面
全
体
の
関
係
か
ら

一
部
調
整
箇
所
も
御
座

い
ま
し
た
点

ご

容
赦
願

い
ま
す
。

ど
う
ぞ
座
右
の

一
冊
と
し
て
、
機
会
毎
に
家
族
で
北
町
内
会
を
は
じ
め
、
恵
庭
市

の
過
去
、
現
在
、
そ
し
て
未
来
を
語
り
合

い
、
平
和
で
住
み
良

い
社
会
を
め
ざ
す
身

近
な

「糧
」
と
し
て
、
活
用
下
さ
る
こ
と
を
編
集
委
員

一
同
　
期
待
し
て
い
ま
す
。

平
成

一
八
年
四
月
九
日

実

行

委

員

創
立
二
〇
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
長

副
委
員
長
　
渡
　
邊
　
一二
　
好

△
ム
　
計
　
岡
　
部
　
朝
　
子

委

員

米

田

鉄

男

平
　
井
　
一示
　
子

題

字

「き

ず

な
」

深

浦

編集委員一同
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